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要 旨:本研究は，多摩森林科学園内天然林における群落構造及び植生の遷移，都市化による植生の

変化を把握し，林分の細分化，断片化の著しい都市近郊林における森林の維持管理技術に関する基礎的

な情報を得ることを目的に行った。すなわち， 1964 年に林らによって調査された当園(旧浅川実験林)

内天然林の植生調査資料を基に，およそ 25 年後の 1985 年から 1991 年にわたって林分構造及び林床植生

の変化を調査し，森林の遷移及ぴ林床植生にみられる都市化の影響を考察した。当園周辺の都市化は近

年特に急激で，その影響と病虫害を受けて上層林冠のモミ・アカマツが衰退し，常緑広葉樹のカシ・シ

イ林に変化した。林ら (1964) は前回の調査において，モミの更新は林内に生育する稚幼樹の数が多い

ことから比較的容易であると予測していたが，その後の急速な林冠破壊が中・低木層に広葉樹の繁茂と

侵入を促し，林床のモミ稚幼樹のほとんどを枯死させたc 従って，多摩森林科学園の自然条件下では，

モミやアカマツの天然更新は極めて困難で、あることが強く示唆された。急激なアカマツ・モミの枯死は，

マツの材線虫病やモミノハラアカマイマイの被害によるものであったが 枯死した跡地には前生の常緑

広葉樹の繁茂，陽性の落葉広葉樹の侵入が著しく，近年，都心部の樹林地において異常な繁茂を示すア

オキやシュロなどの都市化を指標するとされる植物や帰化植物などの増加がみられ，林床植生には著し

い変化があった。多摩森林科学圏内の天然林を含む森林の林床植生と周辺樹林地との林床植生の比較を

行った結果，当科学圏内の天然林は，近傍の樹林地と同様に都市化の影響を強く受けてはいるが，部分

的には自然度の高い良好な状態を維持している森林であり，都市域における森林の遷移を追跡調査する

場所として，極めて重要な林分であることが明らかになった。
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1 はじめに

近年の大規模な宅地開発による都市化の現象は，郊外の森林地域にまで拡大し，都市周辺の緑被率は

急激に低下している。都心から西方 50km 圏に位置する多摩森林科学園周辺においても， 1960 年代後半

に開通した中央自動車道に呼応するように，丘陵帯における宅地開発が加速され，森林区域は細分・断

片化し，痩せ細る一方である。

一方，都市域の樹林地は，環境保全や防災・景観維持など多くの効用が認められ，これら樹林地に対

する保全や，適切な維持管理の要請は年々強まってきている。

都市近郊の樹林地における植生の変化や都市化の影響を調査したこれまでの報告には，都市環境及び

一部植生の変化と現状についての報告(内藤・飯泉， 1974: 内藤ら， 1976: 黒川， 1974: 大賀ら， 1974: 

鈴木・矢野， 1973: 荻原， 1977, 1979, 1980a, b, 1983: 浜端， 1980: 奥田・矢野， 1972: OKUDA, 1969, 

1970 : TAODA, 1979: 奥富ら， 1972: 山家， 1971) は多くある。しかし，都市近郊の森林や樹林地の変

遷を長期にわたって調査した例は，明治神宮境内総合調査報告書(明治神宮社務所， 1980) ，文部省の自

然教育園における樹木及び森林群落の最近 18 年間の変化(明田川ら， 1985) などがあるのみで極めて少
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ない。

このような状況のなかで，都市近郊に位置する多摩森林科学園内天然林の長期にわたる森林や植生の

変遷を調査し，それらの変遷と周辺地域の住宅開発，圏内の人為的な改変など，広義の都市化との関連

を検討することは極めて意義あることである c これらの成果は，都市近郊における細分化・断片化する

森林の更新・維持及ぴ都市化の影響の実態を明らかにするとともに，今後都市郊外における公園などの

樹林地管理における将来計画にも，利用できる重要な資料となるものと考える。

本研究はこのような立場から，多摩森林科学園内の森林の遷移と林床植生の変化を調査し，都市化の

影響との関連について検討した。すなわち，およそ 25 年前の林ら (1965) が調査した資料を基に当時の

調査区画を復元し， 1985 年~ 91 年にかけて種組成，林分構造及び林床植生の変化などを調査し，一部

は写真 (Photo 1 ~ 13) で対比した。

なお，前回 (1963 ~ 64 年)の調査時には，当科学園(浅川実験林)における天然林の占める割合は，

全面積の 50%近く (24.4ha) を占めていたが， 25 年後の今回 (1987 ~ 91 年)ではモミ・アカマツの病虫

害による枯死と台風の被害による土地利用の変化などからその面積は 10ha も減少し，天然林は 14.1ha と

なり，占有割合は 30% に満たなくなった。今回は森林の変化を広義の都市化との関連から検討するため

調査対象地を多摩森林科学園内全域とした。

また，周辺地域の都市開発，交通量(自動車の通行台数)の増加などの環境の変化についても，都市

化との関連で調査した。これらの成果を基に多摩森林科学園における天然林の遷移面に現れた都市化の

影響について総合的に考察した。

今回の調査に際し，前回 (1963 ~ 64 年)の調査員の一人であった小山芳太郎氏には，調査資料の解

析及び区画の復元作業について種々ご協力を得た。丁重にお礼申し上げたい。また 本調査を行うに当

たり，研究の推進とご指導を頂いた元多摩森林科学園長の石戸忠五郎氏 林床植物の同定にご協力を頂

いた八王子市在住の植物研究家畦上能力氏，吉山寛氏に厚く感謝申し上げる。また，本研究の取りまと

めに当たり，適切な意見とご指導を賜った元多摩森林科学園長，現森林総合研究所長の広居忠量氏，多

摩森林科学園樹木研究室長横山敏孝氏，調査の取りまとめと資料の整理に当たり協力下さった同樹木研

究室元職員の大河原利江氏，元非常勤職員の前田ゆかり氏に対し深甚なる謝意を表する。

2 調査地及び調査方法

2.1 調査地の概要

多摩森林科学園は東京都八王子市廿里町にあって， JR 中央線高尾駅 (Fig.1) に近接している。当園は，

大正 10 年宮内省帝室林野局林業試験場として発足し，その後の組織の改変により，農林省林業試験場

浅川支場，浅川分室，さらに浅川実験林となり，昭和 63 年 10 月からは農林水産省林野庁森林総合研究

所多摩森林科学園と改称した。圏内総面積は 57ha を有し，そのうち天然林は 14ha を占め，あとは試験

林などの人工林約 30ha，サクラ保存林と樹木園などを合わせて 13ha となっている D また， Fig.1 に示

すように，科学園の北部から西部にかけての区域は，おおむね尾根を境として，住宅地や中央自動車道

と隣接し，東部から南部にかけては都道(高尾街道)を挟んで武蔵陵墓地及び住宅地に提し，都市環境
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Fig.1 調査地位地図 (1 : 25000 地形図 国土地理院)
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の中に残された森林となっている。

2.1.1 気象

当森林科学圏内気象観測所で 12 年間 (1979 ~ 1990 年)観測した結果と，都心での記録(気象庁， 1990) 

を Table 1 に示した。当科学園における年平均気温は 13.0
0

C で，都心の 15.3
0

C と比べ 2.3
0

C 低い。当

科学園における温量指数は 99 である。

2.1.2 地質と土壌

当科学園は，高尾山から影信山・陣場山へ連なる関東山地から南東方に派生する尾根の東端舟田丘陵

に位置し，標高は 180 ~ 287m で高低差は小さし1。地質は第三紀の小仏層群の粘板岩及び砂岩を母材と

する石喋質の土壌と，山頂平坦面及び緩斜地は関東ロームといわれる火山灰質の土壌で覆われている。

Fig.2 に示すように，白山・廿里地区の上部の急斜地は石喋質の土壌からなり，沢筋には旬行~崩積型の

BD 型，中腹部には筒行型の BD (d) 型，尾根筋には残積型の BB 型の土壌がみられる。標高の低い糸原・

廿里地区の緩斜地にはローム質の土壌が分布し，沢沿いの斜面下部には簡行~崩積型，中腹部には旬行

型，尾根部は残積型の土壌となっている。また，沢沿いの一部平坦地には水積土の分布が認められる

(仙石， 1981) 。

2.1.3 調査地付近の森林概要

調査地付近の森林は 水平的には暖温帯の北部 垂直的には暖温帯上部の正陵帯に当たる。周辺地域

の標高 500m 以上の地域は冷温帯の山地帯となって，イヌブナ，ブナ，ミズナラが現れている。正陵帯

の天然林の大部分はモミ，アラカシ，スダジイの優占した常緑広葉樹林からなり，アカマツが点在し，

コナラ，クリ，ホオノキ， ミズキ，シデ類，カエデ類がかなり混交した林相になっている。この 25 年

聞に，モミはモミノハラアカマイマイによる食害，アカマツはマツの材線虫病の被害を受けて枯死する

Table 1. 気象表 (1979 ~ 1990) 

Climate of study area and central Tokyo 

月 別 (Month) 1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 全年匂ear)

T多ar摩na森Fo林re科st学園 月平均気温 CC) 2.2 2.9 6.2 12.0 16.5 19.7 22.8 24.6 20.5 14.8 9.4 4.6 13.0 
Average temperature 

Science Garden 

At月evm平erp均aegrea最tmu高raex気im温um(℃)|848.712017.7220239266288242190142106 18.0 

A標lt高itude183m 
elevation 

At月evH平e1rP均aegrea最tmu低rien気im温um(℃)1343.0 0.8 6.5 11.5 16.1 19.7 21.1 17.8 11.1 5.3 。 。 8.8 

P降re水ci量pita(bmomrl) 
137.3 73.6 115.5 134.3 119.2 172.0 155.8 256.3 258.1 159.2 113.5 33.5 1628.0 

T東bkyo 京 月平均気温 ("C) 1 4.7 5.4 8.4 13.9 18.4 21.5 25.5 26.7 22.9 17.3 12.3 7.4 15.3 
Average temperature 

A標lt高itude5.3m At月evH平e1rP均aegrea最tmu高raex気1m温um(℃)|9.510.0130184227253289308267212166121 19.6 

elevation 

At月evz平eIrP均aegrea最tmu低rieT気11m温urn(℃ )|051.2 4.2 9.8 14.5 18.4 22.2 23.6 19.9 13.9 8.4 3.3 11.7 

P降re水Cl量PIta(bmomrl) 
153.9 63.4 102.3 128.2 147.7 180.6 124.6 137.0 192.8 181.1 92.6 56.2 1460.2 
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Fig.2 多摩森林科学園の土壌図(仙石， 1981) 

Soil map of Tama Forest Science Garden 

ものが多く，その枯損した跡の南斜面にはアラカシ，ツクバネガシ，スダジイ，ウラジロガシなどの常

緑広葉樹が多くなっている。北向きの斜面にはウワミズザクラ，ヤマザクラ，ケヤキ，ウラゲエンコウ

カエデ，オオモミジ， ミズキ，ホオノキなどのやや好陽性の落葉広葉樹の侵入が目立ってきている。

2.2 調査方法

2.2.1 モミ・アカマツ及びカシ・シイ林

前回(林ら， 1965) の資料に基づき，方形区 (30m x 30m) と帯状区 (5m x 40m) の調査区をそれ

ぞれ復元した (Fig.3) 。毎木及び植生調査は，前回と同様の標準地毎木調査法とブラウン・プランケの

優占度法 (BRAUN-B臥NQUET， 1964) を併用して行った。

2.2.2 モミ稚幼樹

モミの稚幼樹調査は前回 (1963 ~ 64 年)の調査地 (10m x 10m) を復元し (Fig.3) ，区域内の樹木

類について前回と同様の毎木調査を行い，樹冠形成木の樹冠投影とモミ稚幼樹の位置を示す樹幹配置図

を作成し，その消長を調査した。



多摩森林科学園(旧浅川実験林)における森林選移(豊田ほか) -7-

b 
よ

Fig.3 多摩森林科学園内の天然林と調査区位置図

~天然林 Natural forest 

口調査区番号 Plots no 

=コ帯状調査区番号 Belt transects no 

t戸道路 Road 

Location of natural forests in Tama Forest Science Garden 

2.2.3 都市化指標植物

モミ・アカマツ林などにおいて追跡調査された 25 年前の植生調査を基に 都市化の影響を指標する樹

木類を選抜したc 都市化指標樹種とは，鳥や獣によって隣接した住宅地などから運び込まれた樹種を指

し(唐沢， 1983a, b, c: 土方， 1989a, b, 1990 , 1991: 成田ら， 1987, 1989) ，その多くは本来は当該

地方には自生していなかった樹種である。また，シュロ，アオキ，イイギリは，都市域の樹林地の林床

において異常な侵入と繁茂が著しく (荻原， 1977 , 1979 , 1980a, 1980b , 1983: 鈴木・矢野， 1973) ，当

科学園においてもその傾向がみられたため，その分布区域及ぴ生育密度の調査を行った。特にシュロ，

イイギリについては当科学園全域について調査し，親木，実生稚樹の位置を地図上に図示し，その消長

を干食言すした。

2.2.4 帰化植物の種組成と全出現植物に対する割合

都市化の影響を測定できるもう一つの指標として帰化植物(内藤・飯泉， 1974: 内藤ら， 1976) を選

び， 1m X 1m の方形調査区を任意に 87 か所設け，調査区内に生育するすべての植物種数を調べた。そ

れぞれの枠内の帰化植物の種数と，在来の自生植物との割合によって帰化植物率を算出した。この帰化

植物率を基に，帰化植物率図を作成した。
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3.1 森林の遷移

3.1.1 モミ林

(1)モミ林方形調査区

森林総合研究所研究報告 第 377 号

3 結果

モミが高木層を占有していた天然林に，前回 (1963 ~ 64 年)は方形調査区を 10 か所設けて調査して

いたが，今回 (1987 ~ 91 年)はそのうち 6 か所の調査区が復元できた (Fig.3) 。復元した方形区 6 か

所の林分構成と林床植生の変化を Table 2 に示した。モミ林の高木層においては，モミの衰退が著しく，

常在度は 1/2 に，総合優占度は1/4 に低下した。高木層のモミ・アカマツが枯損した跡には，亜高木層の

アラカシが成長し，高木層に樹冠を伸ばし，ケヤキ，ヤマザクラ，ウワミズザクラ，ウラゲエンコウカ

エデ，ミツデカエデ，ハリギリなども成長して新たな高木層を形成し 構成種は 15種と前回の 2倍近く

になっている。スダジイが混交していた林分では，ウラジロガシ，ツクパネガシ，タブノキなどの常緑

広葉樹に，ヤマザクラ，ウワミズザクラ，ケヤキ，ホオノキ，ウラゲエンコウカエデ，ハリギリなどの

落葉広葉樹が多種混交した林分に変化した。 25 年後の亜高木層においては，アラカシの常在度・優占度

がともに著しく高くなっており 続いてウワミズザクラ スダジイ ウラゲエンコウカエデ，ハリギ

リ，アサダが常在度・優占度を高めているのが特徴的である。また，カヤ，ウラジロガシ，ケヤキ，メ

グスリノキ，ヌルデ， ミズキ，イイギリ，ホオノキ，ツクパネガシ， ミツデカエデ，コナラなども前回

より優占度を増やした。これに対し，前回より常在度・優占度を減らした種はモミ，ヤブツバキ，オオ

モミジ，コパノトネリコの 4 種であった。なかでもモミの衰退は著しい。モミは前回各調査区にみら

れ，上層への成長が期待されていた(林ら， 1965) が，予想、に反してどの調査区にも前回調査時からの

生存木は見られなかった。この結果，亜高木層を構成している樹種は前回 27 種記録されていたものが，

今回 5 種が消滅し，新たに 11 種が加わり，総数は 33 種となった。新たに侵入した樹種はツクバネガシ

の他はアサダ， ミズキ，イイギリ，ヌルデ，ホオノキ， ミツデカエデ，コナラなど陽光を好む落葉広葉

樹で， 25 年前にはみられなかった (Table 2) 。これらの樹種の侵入はモミの枯死による林冠疎開に伴う

ものであり，陽樹特有の早い成長特性によって，亜高木層を形成するに至った。

低木層を構成している樹種は，近年都市公園内の樹林地で異常な繁殖をしているアオキ(鈴木・矢野，

1973) の優占度増が特に目立ち，総合優占度を比較してみると，前回の 3 倍以上の増加となっている。

次いでアラカシ，ヒサカキ，マルパウツギ，カヤ，ハナイカダ，モミ，ヤマブキ， ミズキ，アブラチャ

ン，シラカシ，ヤダケなどの優占度が高くなっている。エゴノキ，ナンテン，ヌルデ，イロハモミジ，

ホオノキ，オトコヨウゾメなども新たに侵入している。また，優占度は高くないが，スノキ，キハギ，

イヌザンショウなどの好陽性低木類の侵入もみられる。調査地付近には母樹がなく 周辺住宅地の庭木

などからの鳥獣による種子散布(唐沢， 1983c: 土方， 1989a, b, 1990 , 1991: 成田ら， 1987, 1989) と

考えられるシラカシ，ヒイラギ，ネズミモチ，イヌツゲ， ミズキ，ナンテン，コマユミ，ヤツデ，シュ

ロなどが主に林縁部に生育していた。優占度を増やしているこれらの種に対して，常在度・優占度を減

らした種はヤブツバキ，ムラサキシキブ ヤブムラサキ アズ、マネザサ クロモジ，ゴンズイ，カマツ



モミ林組成の変化

Change of floristic composition of Abies firma stand 
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調標傾傾標地海最査準準抜斜斜形大年地地番面号積 (mE) YAQeruz eaa dEat 

1963 ~ 64 1987 ~ 90 

階層 種 類
3 I 9 I 5 I 7 I 8 I 10 常荘度 総優To内ta度合l 中930腹0 中990腹0 尾950根0 中907腹0 中980腹0 中9100腹0 常在度 総優To占ta合度ムl Layer Species 

高方角林度向分(m高「) (m) ) τAESMbtxleatppixetocupigsmdnuBe eurpe 開mhoy toIf f創sslgolhoptpe e of stand 

中吹21"腹0。 l別2lz1腹00 尾2900根00 中29q2腹0) 中2901腹00 中29刷2腹0} C ta 

?I2 I 210 I 2T99 I ?~9， I ~!~ I T?'~~' IConsta-lco;~;;~e 
NE I S I w I NW I sw I WSW ILon_~~a-lc勺Zfe NE I -s -I w I NW I sw I wsw I L~ 
28 I 30 I 25 I 31 I 30 I 33 I ~cy ~aJU 28 I 3'0 25 I "3ﾏ I 30 I "33" I _~~y_ _,value 
22 23 21 27 23 21 I c1ass I degree 18 23 21 16 15 21 I c1ass I degree 

モ ミ APMF丹丹Z白品Qmyebua加河糊eaLseecbωunfymhtaU児sα出mfmu4aas ,a6uuoS mIgps s sd市Sas明gbUtLmwgah四nstIFt開uaaC朗α6Os日ta2a 問岬nbdαaa equnzg-dpbta dzS s ha 

3 3 3 3 4 3 V 4167 2 3 3 皿 917 
アカマツ 十 2 E 294 

高
スダジスイ var. sieboldii 2 292 2 292 
ウワミ ザガクラ 1 83 3 625 
ウラジロ シ 1 I 83 + 1 H 85 

木
タブノキ + 2 1 83 
ヤマザトアオダモ + 2 
ヤマクラ + 2 3 625 

層
アラカシ 3 3 + 皿 1252 
ケヤキ 1 2 2 皿 667 
ウラゲ:エンコウカエデ Acer. mono var. connivens 2 1 E 375 
ミツデカエデ

A品IωcCdCmtsHeuhfsurヲpmznze町aa出Pq4削Sca抑SFm仰X外俗tPfufms2mIaZゆCMlm 加ifiα motaa a 

2 292 

1; 
ハリギネリ 2 292 
ツクノす ガ‘シ 1 83 

アイサスイギダ リ I 83 
1 83 

ミキ + 2 

アラカシ AQ(2cu1ener ruCml1l4io5o ngjolaGpvUoaCE nG tCCOG J 

2 2 2 2 3 2 V 2085 3 3 4 2 3 3 V 3834 
ヤブツバキ 1 1 1 + N 251 1 1 + 皿 168 
ウラ伏工ンコウカエデ cer mono var. connivens 1 + 1 1 N 251 2 1 1 田 458 
オオモミジ 1 + + + + V 91 + 2 

亜 モミ + + + W 89 
カヤ 1 + + 田 87 1 十 l 凹 168 

+ + 1 皿 87 + 2 
世同~ スダジイ ldii + 1 H 85 十 2 1 2 N 669 

ヤイ マザクラ 1 十 E 85 1 + H 85 
ロハモス ミジ + + + 田 6 + + E 4 

木 ウワミ ザクラ + + E 4 3 + 田 710 
ウラジロガシ + + E 4 + 1 H 85 
ザカキ + + E 4 + + H 4 

層 ハリギリ + 2 2 292 
ウラジロノキ + I 2 1 83 
ケヤキ serra + I 2 1 83 
メグスリノキ Acer nikoense + 2 1 I 83 

E リョウブ Clethra barvinervis + 2 + + E 4 
クマノミズキ

COcoasrmrpnoiunns uthbs urals aczhhiyefptltoorrdoa po hyllus 
+ 2 + 2 

ヒイラギ + 2 + 2 
Y 'fJシデ + 2 + I 2 
不イヌツゲ‘ 1C1EαZ ゆcrenata + 2 + 2 
ムノキ Albizzia julibrissin + 2 + 2 
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( Continued) 

E傾傾最調地海査軸準形抜斜斜大年地番面号積 (nf) YQAerta山era t 

1963 ~ 64 1987 ~ 90 

階層 種 類

319151718110  常在度 総1憂To占ta合度l 中930腹0 中909腹0 尾950根0 中907腹0 中980腹0 中9100腹0 常在度 総{憂To占ta合度l Layer Species 

高方角林度分向(高m「) (m) ) 1MESMυtxeaUppXeototpIgIzsndnmue eurprse n hsoy hof ef ssslgolhcppte e ot s回ld 中921肱00 中鋭21}腹00 尾29削同根} 中92M2M腹0} 中駅2 1)腹00 中9202腹0 0 consu mwva四lugee 
210210200220210220Consta-covvaelruae g-e 

NE I S I W I NW I SW I WSW I '-'VU�>ca- NE I S I W I NW I SW I WSW 
283025313033J;;ue  28 I 3ﾕ I 25 I -31 I 30 I 33 _~~y_ -，":.a~~ 
22 23 zﾏ 27 23 zﾏ I class I degree 18 23 zﾏ ﾏ6 ﾏs zﾏ I class I degree 

シラキ

ASSa暗4ιywgv阿闇皿m町3o倍暗匁時0沖m倒zt岨曲世四間 + I 2 
クマシデ + 2 

亜 エゴノキ + I 2 
イタヤダカエデ + I 2 

軍同当~ アミサズキ OCostrη'nuσs jGcPonontriocua trsa 2 292 
+ + 1 + IV 89 

木 イイギリ

fRMAA品申Cdhmι出m噌eueuMyy tm S町Yaα叫cc1nmzpaalses qmszdMgmissy印feumooet刷g，MlmzyocgEJuaa,ulbM nザGalg ghb似a ufzFa P E 

+ l + 皿 87 
ヌルデ + l H 85 

層 ホオノキネ + l H 85 
ツクノ'\' ガ、シ + 1 H 85 
ミツデカエデ 1 83 

古 コナラ 1 83 
ウリカエデ + + E 4 
イクリ 十 I 2 
ヌシデ Car�inus tschonoskii + I 2 

アオキ

AI刷c白b旺almelouraccebhof悶Il町田ゅmtaψI闘G，oFnZMd刷otdfn印imuぉu , 
2 1 1 2 2 1 V 1125 3 4 3 4 2 2 V 3918 

アラカシ 1 I 1 1 2 2 V 916 2 2 2 2 2 V 1460 
ヤブムラサキ 1 2 2 + + + V 673 1 2 + 1 十 V 545 
ヤズブツノ fザキ + 1 + 2 IV 379 1 + 1 皿 168 
アマキネサ 1 + 2 凹 377 1 1 皿 249 

ヒサカ EDCoueulηlttzcσottjz rGpsPGcoajnbaim pcG on 1 1 + 1 + + V 255 2 + + 1 1 V 462 
ムラサキシキブ ica 1 + + IV 170 1 + + + IV 89 
マルノ f ウイ ツギ + + + + + V 10 + + 1 + + V 174 

1丘 スダジ CTVGiobrSurIGerynnG oupm ns1i4-EcricfoeusrsuG pf idoIGvaEsieboldtt 
+ + + + + V 10 + + + + IV 8 

カヤ + + 十 + IV 8 + 1 1 + W 170 
コノくノガマズミ rnum erosum + + + + IV 8 + + + 皿 6 

木 クロモジ Lindera umbellata + + + + IV 8 + 2 
モミ + + + 田 6 + + 1 皿 87 
ヒイラギ、 + + 日 4 + + + + + V 10 

層 イヌガヤ + + E 4 + 十 + + IV 8 
ミヤマシキミ + 十 日 4 + + + 皿 6 

S 
サンショウ + + H 4 + + E 4 
ウラコ ジロガシ + + H 4 + + E 4 
コ メウツギ、 + + H 4 + + H 4 
ツリパナイ + + H 4 + 2 
ゴンズ 十 + 日 4 
ハナイカダ + 2 + 1 + + + V 91 
ヤダケ + I 2 + 1 E 85 
シラカシ + I 2 1 83 
イヌツゲ + 2 + + + + IV 8 
ヤマウルシ Rhus tγichocαγpa + 2 + + + + IV 6 

Table 2. 
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聞帽調標標地海駐準抜斜斜査準形大年地地番面積号 (m2) AEQxuaear a drat 

1963 -64 1987 -90 
階層 干重 要員

3 1 9 1 5 1 7 1 8 1 10 常在度 総優To占ta度合l 319151 7 1 8 1 1 0  常在度 総優To占ta合度l 
Layer Species 

m)TAoltpiotugdre aphy 中9201腹00 中9201腹00 尾9200根00 中9202腹00 中9201腹00 中9202腹0 0 Cota 中92叩1腹0 中9201腹00 尾920附根0 巾駅22)腹00 中921腹00 中9202腹0 0 c mst2 ealruaie 伊
高林1角JI度分何(高(。 (m) ) SEMtxeap 印xoimsnueuresm s o1o1f f Cs1slzolhoppt e e of st岨d 

NE S W Nw sw wsw ns -cov;re NE I S I W I NW I sw I WSW ILonsra-lco~ 
283025313033J;:vaue 283025313033C?12c1Sy ! va ue 22 23 21 27 23 21 I class I degree 18 23 21 16 15 21 I class I degree 

ウリ カエ Tネ AF臼pιvYztcfe叩b，eae，抑rzr劣れ昭uoz1scd問，mgyeunI戸宮nfpad時如帥go間nzc抑s，n肌py2叫cz必削a qtgInza huctm zhz ,to,l 

+ 2 + + + 田 6 
コノ f ノト リコ serrata + 2 + + + H 4 
サカキ + I 2 + + E 4 
ミヤマガマズミ + I 2 + + H 4 
アセビ + I 2 + I 2 
クサギ mum + I 2 + 2 

ツクノ t ネイウツギ、 AbeliosptopaeαldmthtouMtlIuGlos IsG ovavE aE Colpattoup1h5 ;MItts + 2 
モミジチゴ Rubus + 2 
カマツカ Pourth + I 2 
ミツノてツツジ Rhododendron dilatatum + 2 
ヤマブキ Ker:γiα1α争onicα + 1 + 田 87 
ミズキ Cornus controversa 1 83 

低 アブラチャン LNS〈tGynmnddexirmGIUρPdroGonEm1CCOeGX sticG 
1 + H 85 

エゴノキ + + + + + V 10 
ナンテン + + + + N 8 

ヌルデ RAAvvZzzαh曙bbuuuysnmmpydaaff初maetmmm 旬nopdtSbuGMgolam aGeat加outttnocn h 

+ + + 回 6 

木 イロハモミジ + + + 皿 6 
ホオノキ + + + 田 6 
オトコヨウゾメ um + + + 田 6 

ガウマワズミズミザクラ ZM丹kLL7aE1mpon制sMpndce抽s問heh6tyroma宅6却g3ag2md4沙yLusaGbtyym問m叫1ゅ4atlrsEJ耶iuo6ros mh，tzη onutdnfm og lgU 
+ + + 田 6 

層 + 十 H 4 
キハ + H 4 イヌザギンショウ m 

+ 
+ + E 4 

ヤネ マコウノ t シ + + E 4 

S ズミモチ + + H 4 
シュロ + + H 4 
ヤマグワ + + H 4 

シネオ キミ
fAAAilcfyubaeupmhpmrz m Ge1fηM2n4m41152b2 t8unzm mssum vm ar a明oenum + + 日 4 

ムノキ + 2 
オモミジ + 2 

タラノキ + 2 
ヤツデ + 2 
ヤマガキ DFIPIa日z2c0tァh0ammymaImwGmPsqOohpMuoa2 hdau 引z 2 vazsylm符 tns + 2 
アオハダ + 2 
ニガキ quassioides + 2 
ニワトコ Stzmb14C145 mcemosdstrutbGsI1p45 .sieboldtanG + 2 
コマユミ Evaucocniynmiuum s alotus f.s + 2 
スノキ smallii var. glabrum + 2 

Table 2. 
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調標標帽聞地海最査準準抜斜斜j形k 年地地 Year 

1963 ~ 64 1987 -90 
階層 種 要員 番面号積 (rd) AQrueaa drat 中930腹0 中990腹0 尾950根0 中907腹0 中980腹0 中9100腹0 常在度 総{憂占合度 中930腹0 中990腹0 尾950根0 中907腹0 中980腹0 中9100腹0 品在度 総優1'0占u度l Layer Species 

林高方角度分向(高m「) (m) ) 1AESMotIXeapUPemoMOpgmSdnmEJe eurpszrn hsoy hot fmssgloIh叩pte 巴of stand 210210200220210220 C ta covvTaeolrtuaae gl e ~:，Q I 2~0 I ~?9 I ~~9， I ~~g I'~~~T IConsta-lco;;;;~ NE I S I W I NW I sw I WSW I¥-onsra- ~~ I ，，~ '!f. I ~ I ~y;! I w，，~w I~，;;~~cu-Ivv;~î~~ 
28302531303313  ue 283025313033clacsy s degree 22 23 2� 27 23 2� I class I degree 18 I 23 I 21 I 16 I 15 I 21 

テイカカズラ AT{白砂y配GhhTFeuzωhxoφbリ少gdbalIeo0ygn⑤ω岬iPgt炉b宮egn舛問"抑2uc4ma"m ，明g，肌飢a出τWs4tωsαtlC凶2 1 2 2 2 2 V 1251 + 2 1 3 1 2 V 1377 
ジャノヒゲ 2 1 1 1 1 3 V 1249 2 2 2 3 2 1 V 1876 
アオキ 1 2 + 1 1 1 V 626 1 1 V 249 
ナキリスゲ + 2 E 294 + + H 4 

コウヤボウキ ApLREJsDD〈3辺Igh削ηR申4ey叩I倒b7twnOv，y制μ時FpuumdfeaezsmbZ叩7Pnmr9Md2a加lssm1arn晴at4m肺ゆh刑d"fGo7朗-mC刷血ntCUnhts gPkycml俗a a hmり市mn町uvmaE 如J鼎sbumbspmma df悶
1 1 + + + 1 V 255 + 2 

ミゾシダ lma 1 1 + 1 + V 253 + I 2 
ミヤマシキミ 1 + + 1 N 170 + + + + + V 10 
ベニシダ + + + + 1 V 91 十 + l 1 1 V 253 
ヤフ守ラン + + + + 1 V 91 十 + + 1 1 + V 174 
フユイチゴ + 1 + 皿 87 + 十 皿 87 
マルパベニシダ + 1 H 85 + 2 
モミ 1 83 + + + 田 6 
ミヤマカンスゲ + + E 4 1 1 日 166 

草 ヒサカキ EIleux ηcαrEjFa10pfoG n + + E 4 + + + + + + V 12 
イヌツゲ、 + + H 4 + + + 皿 6 
ゼンマイ

R白品ous川mゆbu削zmsza zP由uasmlr m1u0bda!yita z師M"97zc2vca aaEt uCm op t o phyli出
+ + H 4 83 

ガンクピソウ + + H 4 
モミジイチゴ + + E 4 

本
マルパウツギ + 2 1 + E 85 
オモト

RLtonhddeefaoIGuPmobneilclG GIG + 2 + 1 + + N 89 
クロモジ + 2 + + + 皿 6 
ハナイカダ

pHCiαteim初iotb1l71l11E1iαSi1aj14αispαcpmhoiminco a tα + 2 + + + 皿 6 
ヤブツハキ + 2 十 + + 田 6 

層
アズマネザサ + 2 + + + 田 6 

ヤマイタチシダ DLNo7tz3pnYOhdPGtItmehre1f5 dt4o1m 10m7geiso ftoivccaa ilrt .set050 
+ 2 + + H 4 

ササクサ + 2 + + H 4 
ナンテン + 2 十 I 2 
オオパギボウシ Hosta sieboldiana + 2 + 2 

H 
タチツボスミレ + 2 
ナガパノコウクヤビオ手ソラキ + 2 
ヒメガン ウ + 2 
カシワノ〈ノ、グマ + 2 
ハリガネワラピ + 2 
オクマワラビ + 2 
キッコウハグマ + 2 

+ 2 
サンショウ + 2 
アラカシ + 2 2 田 586 
ホウチーャクソウ + + 田 87 
スダジイ sieboldii + 1 日 85 
ヤブムラサキ + H 85 
ココ'メウツギ、 Stゆhαnαndra incisα 1 83 

Table 2. 
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( Continued) 

聞帽調標標器最査準準E斜斜大年地地番面せ積 (mz) YQAem uaar drat 

1963 -64 1987 -90 

階層 種 類
3 I 9 I 5 I 7 I 8 I 10 常在度 総優To占ta合度l 3 I 9 I 5 I 7 I 8 I 10 常在度 総優To占t 合度

Layer Species 

高方林角1度分白(l両m(。) ( )m) AESMlct可letapIXetooup1gsmndmuu田crpe zzhs lGy hof mfssbglohpt pe e C f s白nd 中92G1胆0O 中釧21}腹00 尾9x0根m0 中叩22腹0D 中9261腹00 中9202腹0 0 C叩su mvvael目ueg 中開21腹00 中92M01臨00 尾冊2削根。 中92却叩腹 中9201腹00 中9202腹00 Consぇa mvvaelnu4 e ge 

NE I S I w I NW I sw I WSW I lA~_n_~:a-1 cO~:，~~~e NE S W NW sw wsw cnlacsy s 
283025313033nlacsy s dvea gruee e 283025313033  deg 
22 I 23 I 21 I 27 I 23 I 21 18 I 23 I 21 I 16 I 15 I 21 

イラチヂミザサ DFADゆG8yg吻5sdh知mおHswo64町maudatm cmuty問tmeesmnmja問hbLfhdhaad似sczusXuMlanutrihm huim f悶
1 83 

ヤブハギ + + + + + + V 12 
チゴユ + 十 + + N 8 
ミヤマナルコユリ + + + 凹 6 
マンリョウ + + + 回 6 

ヌルデド + + + 田 6 
ハエクソウ + + + 国 6 
ヤブレガサ + + + 田 6 
ヤブニッケイ + + 日 4 
ウライ ジロガシ + + H 4 
ヒラギ + + E 4 
シュロ + 十 H 4 

草 コマユミ + + H 4 
エビネ + + E 4 
カヤ

NTCoeeprorhlieaytsha m tanxSuEucTs itfCkhEm GG YringtoniG 
+ + E 4 

イヌガヤ + 2 

本
シロダモ + I 2 

ヤ ツデ FFRAFhC口at円Y山1h7dc仏叫edtmmFm台sxf町0ωsembdsy『memα仰間1tfMs4α61a Es PdtoYn閉hA伝四-et叩qzσ四u，nunmnm a回Fz噌b修伊釘mt加agm，n仰n官zlgeCdLuωhaox 正as t t msu附w例鈴m7悶t a 

+ 2 
ニガキ + 2 
アブラチャン + 2 
メギ + 2 
オオパマンリョウ + I 2 

層 コパノトネリコ ta + 2 
クサギ + 2 
オオモミジ Acer amoenum var. matsumurae 十 2 

* 
ミツデカエデ Acer cissifolium + 2 
エンコウカエデ Acer mono var. marmoratum f. dissecfum + 2 

H 

ミズヒキ AFAV百Mz並momhieanawzbu1zso0dmゆ伊neytMnzSzM16a fa we4wgu esaodlz + 2 
ヤマブキ + I 2 
ヤフゃマメ ii var. japonica + I 2 
十ガパノスミレサイシン 十 I 2 
ウド Ar，αlia cordat，α + 2 

モミンカ可 EA白CT4，7a2叩n1旬s0FmsMl材tmamom店fnhdIzmbe吋ashmGb閣shgぴumzomn制poggtdnzfd例ssaa s zu s 

+ 2 
ノアザミ + I 2 
アレチノ ク + I 2 ヤマホトギトギス + 2 
ススキ + I 2 
サイハイラン Cremastra appendiculαω + I 2 

」ー

1瀉le 2. 
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( Continued) 

調帽帽標標地海最準準形抜斜斜大査年地地番面積号 (ば) YAQeZtz 四ladrat 
1963 ~ 64 1987 ~ 90 

階層 種 類
3 I 9 I 5 I 7 I 8 I 10 常在度 総壇百l》hta合度I 3 I 9 I 5 I 7 I 8 I 10 常在度 総優To占t;合度

Layer Species 

高方角林向度分(高m(。) (m) ) ASMTEotxTe田ptz1eotohupgsdnmueeurpesm hs oy hd f eszsgiolho伊pt e of stand 

中9201腹00 中9201腹00 尾2900根00 中9202腹00 中9201腹00 中2902腹0 0 C ta 
中90腹0 中90腹0 尾90根0 中90腹0 中90腹0 中90腹0 tal 

210210200220210220 COIlst-value E 
NE S W NW SW WSW ons-covear11a1e ge NE I S I W I NW I SW I WSW 
283025313033cnlac5y 1dvea gruee e 2 8 3 0 25313033J;:ue  
22 I 23 I 21 I 27 I 23 I 21 I C1ass 18 23 zﾏ ﾏ6 ﾏs zﾏ I class I degree 

キヅタ Hedera rhombea + + + + + 1 V 93 + + + + + V 10 
テイカカズラ

AKAMTw7Ghcauahednbcfnmuhzdiaa emyf問Laωhotp1y声6げqaobqwtb"dto四anuabmuuuu 回四nmdt d a9 gsg eatrung 

+ + + + + V 10 1 3 3 3 2 2 V 2542 
フジ + + + 皿 6 3 1 1 1 2 1 V 1249 
ビナンカズラ + + + 田 6 + + 1 + N 89 
シラクチヅル + + H 4 2 2 E 584 
ミツバアケビ + 2 + 1 + 1 N 190 
キジョラン + 2 + 1 + 皿 87 

つ イタピカズラ + 2 1 1 H 166 
る イワガラミ FDScttchousizs coopnrhe砂GrIaうIogonmhtoCarGo lηdrangeoides + 2 1 + H 85 

植物 オニドコロ + 1 1 + + + V 174 
ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus 1 + 十 皿 87 
アオツスヅラフジ Cocculus orbiculatus 1 + H 85 
スイカ ラ LSmOFtttlcaez rGchIionpa oq1icσ + 1 H 85 

____: サルトリイバラ + 1 H 85 
L ツルグミ

EAAhRRhocmLuZtz wmp印msa伊ghmamdかmzuaa悶ibhおI如zOjggn白吻叩かLwaz白mha am qm卵g白nculata
+ + 十 + + V 10 

) 

ツタウルシ + + + + 8 
ノイバラ + + E 4 
マタタピ + + E 4 
ノクフズ守ドウ + + E 4 

+ 2 
シオデ pSmae1dlGtZ riG TipSCaOrFifa devnas E U3SUTUFtsis + 2 
ヘクソカズラ + 2 

著生 ノキシノブ LL6ePp tsorus tJ1147f1i beqianus + + + + V 8 + + + + W 8 
(E)' ヒメノキシノフ守 isorus onoe + + 十 皿 6 + I 2 

Table 2. 

* T1=Tree layer, T2=Sub tree layer, S=Shrub layer, H=Herb layer, L=Lianes 
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カ，ツクパネウツギ，モミジイチゴであった。

次に草本層の構成種を前回と比較してみると，上層の各層と同様に構成種数の増加が目立ち，前回よ

りも 32 種増えている。優占度の大きな種はジャノヒゲ テイカカズラ アラカシ ベニシダ，アオキ，

ヤプラン， ミヤマカンスゲ，オモト，マルパウツギ，フユイチゴ，ホウチャクソウ，スダジイ，ヤブム

ラサキ，ゼンマイ，コゴメウツギなどである。この中で自然林に比較的多くみられるものは，コウヤボ

ウキ，コパノトネリコ，コゴメウツギ，ヌルデ，クサギ，ススキ，ノアザミなどであり，付近の住宅地

から鳥などによって散布されたものは，オモト，ナンテン，ヤブニッケイ，マンリョウ，シュロ，コマ

ユミ，ヤツデ，オオパマンリョウ，シロダモなどである c

つる類は，テイカカズラ，フジ，シラクチヅル， ミツバアケビ，イタピカズラ，オニドコロ，ビナン

カズラ，キジョラン，イワガラミ，スイカズラ，サルトリイバラなど，多くの種が優占度を高めてお

り，他の階層と同様，前回の 9 種から 22 種と 2 倍以上に増えている。

各層における構成種の生活形組成 (Table 3) をみると，亜高木層においては前回は 21 種の大型地上

植物 (MM 型)で構成されていたものが，今回の調査では 28 種に増加した。これは，モミ・アカマツの

枯死により発生した林冠疎開地が増えたことによるもので，好陽性樹種を含めた多くの樹種が一斉に成

長を始めたことを示している。

低木層を構成する種は，前回の調査時には次代の高木層を構成できる大型地上植物 (MM 型)が 8 種

と少なかったが，今回の調査では林冠疎開による光環境の変化が大きく影響したためか， 2 倍以上の 19

種に増えている。しかし，これらの樹種の多くが素直に亜高木層まで成長しても，上層の高木層の樹木

類が存在する間は，地上部の枯死と萌芽などを繰り返し，次代の高木層を構成する機会を待つことにな

ろう。この他では，小型地上植物 (M 型)が 20 種，媛型地上植物 (N 型)が 20 種，それぞれ林縁ある

いは林内の疎開地にみられたが，全体では前回と大差なく 5~7 種の増加である。

Table 3. モミ林を構成する木本種の生活形組成

Life-form spectrum of Abies firma stands (woody plants) 

階層 生活形 調査年
Year Layer Life form 1963 ~ 64 1987 ~ 90 

(種) (種)

MM 21 28 
亜高木層 M 6 6 
Sub-tree layer N 

MM 8 19 
低木層 M 13 20 
Shrub layer N 15 20 

MM 3 14 
革本層 M 2 7 
Herb layer N 10 16 

Ch 1 1 
L 1 1 

MM: 大型地上植物 Megaphanerophytes 

M: 小型地上植物 Microphanerophytes 

N: 棲型地上植物 N anophanerophytes 

Ch: 地表植物 Chamaephytes 

L: つる植物 Lianes 
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草本層を構成している種は，前回は大型地上植物が 3 種，小型地上植物が 2 種と高木性樹種は極めて

高木性少なかったが，今回は大型地上植物 (MM 型)が 14 種，小型地上植物 (M 型)が 7 種となり，

樹種の多いことが注目される。これはモミ・アカマツの枯死が，林床植生に対しでも著しい変化をもた

らしたことを示している。

以上のような構成種の変遷を代表的な調査区の樹冠投影図で比較したのが Fig.4 である。 1964 年時に

は，調査区の 4~5 か所に調査直前に発生したものと考えられる大小の林冠疎開部(林冠ギャップ)がみ

られ，亜高木層を構成していた樹種の樹冠は未発達であった。しかし， 1990 年時(右側の図)では林冠が

ほぼ閉鎖状態にある。林冠疎開部の割合は，前回は 42%あったものが 17% に減少している (Table 針。樹

モミは 7 本が枯死したため， 24% から 19% に減少したが 本数が少なくなって種別の樹冠占有面積は，

スダジイは新たに 3 本が加樹冠が広がり， 1 本当たりの占有面積は 14m2 から 21m2 に増加した。また，

占有面積は 2 倍近くに拡大した。前回との比較で，最も変化が大きわって本数は 5 本から 8 本に増え，

かった樹種はアラカシで， 5 本の枯死があったが新たに 17 本が加わり，占有面積は 13% から 29% と増

占有面積も 3%から 8%へと増加しウラジロガシが 3 本から 5 本に増え，加した。この他の樹種では.

1990 

タブノキ Machilus thunbergii 

ヤマザクラ Prunus jamasakura 

ウリカエデ Acer crataegifolium 

イロハカエデA palmatum 

ミズキ Cornus controversa 

官
ふ

F
U
U
H
Y
-
-
J

モミ Abiesβrma 

スダジイ Castanopsis cuspidata var. sieboldii 

アラカシ Quercus glauca 

シラカシ Q. myrsinaefoJia 

ウラジロガシ Q. salicina 

A

B

C

D

E

 

モミ林方形区の樹幹配置と樹冠投影図(調査区 5)

Distribution of trees and their crown projections of Abies firma 
stand in 1964 and 1990 (Plot 5) 

数字は胸高直径 (cm) ， ( )内書は樹高 (m)

Number shows DBH and tree height in ( ) . 

Fig.4 
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モミ林構成種の樹冠面積の変動

Crown areas in Abies stand 

Table 4. 

1964 面 1990 面 増減
樹冠 積 樹冠 積 Add and reduce 

樹 e種Cl 名
Crown area Crown area of tree number 

Species 本数 全面積 (m') 占Pe有rce率nt(a%ge) 
1 本当 (m') Nu本m数ber 全To面ta積l a(rmea 2) 占有率(%) 1IAn本rdei当vaidp(ueぱral ) a増dd 減少

Number Total area Area dpuear l Percentage reduce 
of tree indivi of tree 

モミ Abiesfirma 16 240 24 14 9 185 19 21 。 7 
スダジイ Castanopsis cuspidaωvar. sieboldii 5 116 12 21 8 199 20 25 3 。

アラカシ Quercus glauca 13 128 13 9 25 289 29 12 15 5 

ウラジロガシ Quercω. salicina 3 34 3 10 5 82 8 16 2 。

タフゃノキ Machilus thunbeγ'gii 1 31 3 3 1 46 5 46 。 o 
ヤマザクラ Prunus jamasakura 1 27 3 3 。 1 

ミズキ Cornus controversa 1 12 12 1 。

イロハモミジ Acer palmatum 1 1 。

ウリカエデ Acer crataegifolium l 7 7 1 。

39 576 58 13 51 820 83 16 23 13 

林冠疎開地 Gap 414 42 170 17 
一一L

l
l
H
吋
|
|
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た。タブノキの本数は 1 本と変わらなかったが，占有面積が3%から 5% に増加し， 1 本当たりの樹冠面

積はモミの 2 倍以上に当たる 42m2 になっていた。また，ヤマザクラは枯死し，ミズキ，ウリカエデな

どが新たに加わっている。高木層のモミが枯れた後では，亜高木層を占有する樹種に順調な成長がみら

れ，樹冠発達は旺盛で小さな林冠疎開部はみられるが，ほぼ閉鎖した状態になった (Fig.4) 。

樹高階と直径級別分布の変化をモミ，常緑広葉樹，落葉広葉樹別に区分し，それぞれ Fig.5 ， 6 に示し

た。モミは前述のように 25年の間に枯死した個体が多く，樹高 16 ~ 20m の階層は著しく本数を減らした

が， 21 ~ 25m の階層では本数が増加していた。アラカシ・スダジイなどの常緑広葉樹は 5 ~ 10m 層で減

E 

g o、
、、.司

z 510 

トg b. 

匂。同

il 5 

s Z E ロ

* 
業*証

1964 1990 

自 E 
g20 g20 図モミ

Abiesfirma 

z g z 25 2 E 四常緑広葉樹
Evergreen broad-leaved tree 

トuaL噌~ 15 ト~ 与司 15 臼落葉広葉樹
Deciduous broad-leaved tree 

匂0・4 、。回

2 芝』5・ 10 J芝』5 8 10 

ヤ手 -1+ 

ま話 5 ま話

キを -1+ 

111111111111111111111関関
5-10 11-15 16-2021-25 5-10 11-15 16-2021-25 

樹高 Tree height (m) 

Fig.5 モミ林方形区樹高階別本数の推移(調査区 5)

Tree height distribution of Abiesβrma stand in 1964 and 1990 (Plotos 5 ) 

E 

1964 雲 1990 

Z 510 

H aa』JJ 司

巴ーõ

嗣闘関関関
JZ 5 口E5 

+手

11-15 16-2021-25 26-30 31-35 36-4041-45 46-50 51-
4主4義 11-15 16-2021-25 26-30 31-35 36-40 41-45 46-50 51-

胸高直径 DBH (cm) 胸高直径

Fig.6 モミ林方形区直径級別本数の推移(調査区 5)

Diameter (DBH) distribution of Abies firma in the stand in 1964 

and 1990 (Plotos 5) 

DBH (cm) 

図ぷゅma
凹常緑広葉樹

Evergreen broad-leaved tree 

臼落葉広葉樹
Deciduous broad-leaved tree 
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少していたが， 11 ~ 15m の階層及び 16 ~ 20m 層では増加が著しかった。落葉広葉樹では 11 ~ 15m 層

に変化はなかったが 5 ~ 10m の層に新たな侵入がみられた。

胸高直径級分布 (Fig.6) では，モミが前回 (1964 年)は各径級に連続的に分布していたが，今回の

調査時 (1990 年)には最大径級に集中した。常緑広葉樹では 51cm 以上の径級に成長した個体が3 本あっ

て，前回は 41 ~ 45cm までの径級にあった分布域を大きく広げている。また，小径木と大径木とのこ極

化が進み，すでに述べたように小径木層の本数増加が顕著であった。モミの枯死が林冠疎開を発生さ

せ，林内照度の上昇をもたらし，モミの下層にあったアラカシなどの常緑樹の直径成長を旺盛にした結

果と考えられる。また，林冠疎開時に侵入したものと思われる落葉広葉樹類が 11 ~ 15cm の径級に生き

F支っていた。

(2) モミ林の帯状調査区

前回調査時 (1963 ~ 64 年)には，モミが高木層に優占する天然林に 2 か所の帯状調査区を設けていた。

今回 (1987 ~ 90 年)はその 2 か所を復元した (Fig.3) 。これらの調査区は，現在もモミの高木層が残っ

ている調査区 V-1 (Fig.7) とモミのすべてが枯死した調査区 V-3 (Fig.8) である。モミが残っている調査

区では，高木層に突出していたアカマツがマツの材線虫病で枯死し，前回調査時には若い個体であった

モミと，図左端のスダジイが樹高を伸ばして高木層の一部を形成していた。開設された林道に接する場

所ではヌルデ，ウワミズザクラ，サカキが林縁を塞ぐように繁茂し，マント群落を形成していた。

樹高階別本数分布の推移 (Fig.9) は，アカマツの枯死とモミの成長を反映している。中間層の 11~

15m 及び 16 ~ 20m の階層の本数には大差なかったが，最下層では著しい本数の増加があった。しか

し，亜高木層のアラカシなどは，そのまま亜高木層にとどまっていた。

胸高直径級の分布では (Fig.10) ，モミの小径木の多くは枯死し，高木層，亜高木層を構成していたモ

ミ，スダジイ，アラカシなどの中~大径木の個体はさらに直径成長を続け， 25 年間にそれぞれ順調に

成長した。また，新たに侵入した常緑及び落葉広葉樹の小径木の本数増加が顕著であったD

一方，これらの高木層，亜高木層の下層に存在する低木層以下の林床植生の変化を Table 5 に示した。

前回スダジイの多かった低木層では，スダジイが減少し，モミ，ヒイラギ，ヤブツバキ，キハギなども

なくなっていた。これらに変わって前回は生育していなかったアラカシの侵入が目立ち，アオキ，ヒサ

カキが被度を高めていた。ウラジロガシ，コゴメウツギ，オトコヨウゾメ，ムラサキシキブ，ヤブムラ

サキ，コバノガマズミなどが新たに低木層の構成種になった。

草本層の 25年間の変化を比較すると 前回は 15種生育していたものが今回は 23種と 8種増えていた。

ジャノヒゲの被度は前回と同様3 と高く， 1963 年にも存在したヤブコウジ，カヤ，アオキ，コウヤボウ

キがいずれも被度 1 で残り，フジ，オオイトスゲ， ミゾシダ，オクマワラビは消失していた。これに対

し，アラカシ，スダジイ，モミ，イヌガヤ， ミヤマシキミ， ミツデカエデ，コアジサイ，ヌルデ，フユ

イチゴ，タチドコロなどの種が新たに加わっていた。

山頂に近い南向き凸型斜面に設けられたモミがすべて枯死した調査区 V-3 (Fig.3 , 8) では，前回の記

録では 9 本のモミが高木層を形成し，亜高木層にアラカシが優占した林分であったc しかし，現在はモ

ミが枯れて疎開した林冠にイヌシデ，ケヤキ，ウワミズザクラなどの落葉広葉樹の侵入が目立ち，アラ
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Fig.7 モミ林帯状区樹木配置図(帯状調査区 V-1)

Belt transects showing the structure of Abies βrma stand in 1963 and 1988 
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Fig.8 モミ林帯状区樹木配置図(帯状調査区 V-3)

Belt transects showing the structute of Abies firma stand in 1963 and 1988 

(Belt transect V -3) 
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Tree height distribution of Abies firma stand in 1963 and 1988 (Belt transect V -1) 
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Diameter (DBH) distribution of Abies firma stand in 1964 and 1990 (Belt transect V-1) 

カシとともに繁茂して常緑・落葉の混交した林型に変化していた。前回，一部林冠が疎開したところに

限られていたアラカシとヤブツバキ それに少数のゴンズイとクサギは モミが枯死して一大疎開地が

生じたために，それぞれ生育が旺盛になった。また好陽性のヌルデ，イヌシデ，ケヤキ，ウワミズザク

ラ，ヤマザクラなどの落葉広葉樹の侵入がみられた。
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Table 5. モミ林帯状区 (V-l) の林床植物の組成変化

Change of floristic composition of understories in Abies firma stand 

L階ay層er 種Species名 調査年度 Year 
1963 1988 

モミ Abiesfirma l 
スダジイ Castanopsis αtSpidata var. sieboldii 2 + 
アオキ Aucubajap仰zca l 3 
ヒサカキ Eu:ηajaponica l 2 
ヤブムラサキ Callicaゆa mollis l 
コパノガマズミ Vibumum erosum var. punctatum l l 
ミヤマガマズミ Vibumum wrightii 1 1 
オオツクパネガシ Quercus ta仰のlamenszs + 

f丘 クロモジ Lindera umbellata + 
ヤブツノTキ Ca押telliaja.戸onica 十

マルパウツギ Deutzia scabra + + 
カマツカ Pouγthia却 villosa var. laωis + 

木 キハギ Les戸edeza buergeri + 
ヤマウルシ Rhus trichocaゆG 十 + 
コマユミ Euonymus alatus f. striatus + + 

層
ツリパナ Euonymus oxyphyllus + + 
ネジキ Lyonia ovalifolia var. ellψtzca + 
スノキ Vaccinium smallii var. glabrum + + 
ヒイラギ、 Osmanthus heterophyllus + 

事 ガマズミ Vibur冗um dilatatum + 
S カヤ Torreya nuc;例 + 

) 

アラカシ QuerαtS glauca 3 
ウラジロガシ Quercus salicina 1 
ココホメウツギ、 StePhanandra incisa 
オトコヨウゾメ Vibumum phlebotrichum 
ムラサキシキブ Callicαゆajaponica

サカキ Cleyera japoni，ω + 
ウワミズザクラ P抑制sgrayana + 
イヌツゲ Ilex crenata + 
ヤマウグイスカグラ Lonicera gracilipes + 
カヤ Torrりa nucifera + 
ジャノヒゲ OphψogonJapomαtS 3 3 
テイカカズラ Trachelospermum asiaticum 3 + 
ヤブコウジ Ardisiajap側zca 2 
アオキ Aucuba japonica 1 l 
コウヤボウキ Pertyα scan必ns 1 l 

早
ミゾシダ Stegnogramma gymnocarpa subsp. mollissima + 
オクマワラビ Dηoρteris uniformis + 
ヤブハギ Desmodium oldhamii var. mandshuγicum 十 + 
フジ Wisteria floribunda + 

本 スノキ Vaccinium smallii v紅~glabrum + + 
キジョラン Marsdeηia t併n側!tosa + + 
ヤフ'ラン Liriope platyphylla 十 + 

層
ササクサ μIþha幼erumgracile + + 
オオイトスゲ Carex sachalinensis var. alterniflora + 
モミ Abiesfirma 十

イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia + 
ーー アラカシ Quercus glauω 2 

H スダジイ Castanopsis cω;pidata v低 sieboldii
) ベニシダ Dryopteris eηthrosora 

モミジイチゴ Rubus jうalmatus var. coptophyllus 
コアジサイ 均dγar.留ω hi巾 + 
フユイチゴ Rubus buergeγ1 + 
ミヤマシキミ Skimmia japonica + 
ヌルデ Rhus javanica + 
ミツデカエデ Aceγ cissifolium + 
ァイカカズフ Trachelospermum asiati四m 2 l 

つ ツタウ yレシ Rhus ambigua ート + 

植物る ツタ Parthenocissus tricuspidata 十

キヅタ Hedera rhombea + + . フジ Wisteηa floribunda 1 

L 
ミツノてアケビ

ADhioesbcioG retTa ゆtolKωOhTzO 
十

オニトコロ + ) 

タチドコロ Dioscorea graε111ima + 

着(E生)‘ ノキシノブ Lepisorus thunbergianus + + 

* : See Table 2 
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これらの樹高階分布の変化を Fig.11 に示した。モミで構成されていた高木層が欠落し，樹高階5~ 10m, 

11 ~ 15m までの階層に常緑広葉樹，落葉広葉樹類が混交する林分となり， 5 ~ 10m の階層における本数増

加が顕著である。

胸高直径級分布 (Fig.12) では，前回は大径級と小径級に二極化していた分布型が 25 年後には大径級

が欠落し， L 字型分布の形となった。これは前回小径木であった常緑広葉樹類の成長と，新たに侵入し

た多くの落葉広葉樹類に基づく変化である c

モミが枯れて林冠が疎開された林床(調査区 V-3 ， Table 6) の低木層はアオキ，アラカシ，ヤブツバ

キ，ヤブムラサキ，ヒサカキに被度の増加がみられ，モミ，スダジイ，コナラ，イヌツゲ，ネズミモ

チ，アセビ， ミヤマシキミ，コパノガマズミ，コマユミなどが新た.に侵入していた。なお，この調査区

においても，アオキの被度は 2 から 3 と大きくなっていた。また前回みられたゴンズイ，コゴメウツギ，

ヒメコウゾ，ケヤキ， ミズキ，アオハダ，オトコヨウゾメ，サンショウ，ムラサキシキブは林床から消

えていた。

草本層においては，ジャノヒゲは前回と同様の被度3 を示していたが，テイカカズラは2 から 1 に減り，

やや好陽性のオオパキボウシ，ヤブレガサ，コウヤボウキ，チゴユリ，ササクサ，チヂミザサなどは姿

を消した。それに対し，ヤプラン，アオキ，シュロ，マンリヨウ，ヒイラギなど，やや暗い林床に生育

できる新たな種の侵入があった。なお，林内には当地では珍しい腐植寄生のマヤランの生育が見られた。

つる類は，テイカカズラに被度の低下がみられた他は新たな侵入種はなく，前回との変化が少なかっ

た。また，着生殖物はノキシノブの 1 種で前回と同様であった。
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(3) モミ稚幼樹の消長

モミ稚幼樹の生育個体数の調査は，前回 5 か所の調査区で行われたが，今回はその中で 2 か所 (Fig.3 ，

No.14, 15) の復元ができた。そのうちアラカシが優占した林内のもの (Fig.13 ， No.14) を比較してみる

と，前回は 100m2 中に 123 本のモミの稚幼樹がみられたが，今回は 9 本の生存が認められたのみであっ

Table 6. モミ林帯状区 (V-3) の林床植物の組成変化

Change of floristic composition understories in Abies firma stand 

階層 種Species名 調査年度 Year 
Layer 1963 1988 

カヤ

ApT品白白hm町岬間Hmu印e口hh世U印a6刷myng加a1u向h4cmui糊，cfgocehMIavi2gia U 即cs a 

+ l 
アオキ 2 3 
アラカシ 1 2 
ヤブツノfキ l 
ヤブムラサキ
アズ、マネザサ 1 + 
ヒサカキ Eze14l7hツoouajasptownatcto G + 

低 ケヤキ + 
ヒメコウゾP

BSZtayψonuthhsasonoxyanlneutdim a m hpia{nPecEmiTsii点at的um + 
コゴメウツギ、 + 

木
サンショウ + 
アオハダ

IEcleuox mscmaωpahccriosonpjotaTpdOa oIlnernStG co + 
ゴンズイ 十

ミズキ 十

層

ヒイラギ 白白vAcobbhubd"sUwz仰岬m四sjmme曲6ゆumDms師GsmazIps ahhc知醐etfE岬U加冗FUqtzv血pGihdyMBm回m沼z 

+ 斗

ムラサキシキブ + 
オトコヨウゾメ + 

ー巳
モミ + 

S 
スダジイ sieboldii 十

) コナラ + 
ミヤマシキミ Ski:γnmiaj，ゆonica + 
イヌツゲ、 flex crenata + 
コマユミ Euonymus alatus f. striatus + 

アセピ APL日Ugbpbe7hu1叫msay時ssaa陣如mmf何yhoqSu6u抑basu制Lam 叫vmaz 
+ 

ネズミモチ + 
ツクパネウツギ + 
コパノガマスミ punctatum + 
ジャノヒゲ

coTbpTarhecix hopesloaogscophneGnjlia冗nputmnmsitGcs uSv1s aartt.Cl1c4Wio1 lφis 
3 3 

テイカカズラ 2 
オオイトスゲ + + 

早
ヤブコウジ

ADrEd??itsoidG1110G?PtoonidtChG G??tii vaEmanolshuricunt 
+ 

ヤブハギ + 
コウヤボウキ sPpe的MiGlesSCisanρdaelmns atG + 
ヤブレガサ + 

本 オオパギボウシ Hosta sieboldiana + 
チゴユリ

DLALR。Tobzμmh坤ppaazaM俗adssmlemヲyhβe四aa船醐m1z9mm%四L出a叩nasbm mzqtujb沼eh血Fny，daZ酎cutG,LZgEU uWng dg師
+ 

ササクサ 十

層
チヂミザサ + 
モミ + 
カヤ + 
ヤフゃラン l 
ヌルデ + 

H アオキ Aucuba japonica + 
) 

マンリョウ Aγdisia cγenata + 
ヒイラギ、

OTCysmmmcbahyindcthauurnps t 14hn5e角{tptpr的oopnmhicyiullm 14S + 
シュロ 十

マヤラン + 

主事

テイカカズラ TWγiαEεtE}TBeilaoJstp10e7w1ibnuu，wtdla αsiαticum 2 
フジ + + 
ツタウ jレシ Rhus ambigua + + 
オニドコロ Dioscorea tokoro + + 

着(E生)傘 ノキシノブ子 Lepisorus thunbergianus + + 
i 

* : See Table 2 
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A アラカシ Quer，ωs glauca 

ﾗ モミ稚樹 seedling of Abies firma 

Fig.13 モミ稚樹調査区(調査区 14) (10m x 10m) 

Crown projection in Abiお firma stand in 1964 and 1990 (Ploto 14) 
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Number shows DBH and tree height in ( ). 
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た。しかもこの生存稚幼樹の樹齢は若く，いずれもここ数年のうちに発生したものばかりで，前回の稚

幼樹はこの 25 年間にすべて枯死していた。また，前回の調査時にアカマツが高木層を占有していた調

ウラジロガシの二次林的な林相に変わり，査地 (Fig.14 ， No.15) は，現在では調査区の1/3 がシラカシ，

モミの新たな発生はみられなかった。前回の2/3 が防火線敷となってススキの多い草地になっており，

この場所における記録ではモミが47本生育していたが，今回は 4本が生育していた。前生の稚幼樹 3 本

は胸高直径 13 ~ 16.5cm，樹高 5~7m に成長していた。後の 1 本は樹高 3m，胸高直径 4cm で樹齢は

数年生と推定され，新たに発生したものと思われた。

防火線敷のため刈り払われこのように前回の調査時において，林床に多くみられたモミの稚幼樹は，

て枯死したものもあると思われるが，今回の調査ではわずかに 3 本残存しているのみで，林冠形成木の

これまでの各調査区にお跡を埋めるような個体は見当たらなかった。この 2 か所のモミの追跡調査と，

モミ林再生は極めて困モミの天然更新の可能性は少なく，けるモミの稚幼樹の調査結果から考えると，

要住であるといえる。

アカマツ天然林3.1.2 

前回 (1963 ~ 64 年)の調査時にはアカマツ天然林は圏内の各所の尾根筋や，南向きの乾いた凸型斜
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1964 

モミ Abiesfirmα 

スゲジベ Cαst側opsis c回pi血ta var. sieboldii 

アラカシ Queγcus glauca 

シラカシ Q. myrsinaefoliα 

ウラジロガシ Q. salicina 
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モミ稚樹調査区(調査区 15) (10m X 10m) 

Crown projection in Abies firma stand in 1964 and 1990 (Ploto 15) 

数字は胸高直径 (cm) , ( )内書は樹高 (m)

Number shows DBH and tree height in ( ). 

Fig.14 
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面に広く分布 (Fig.29) し，アカマツが高木層を占有する林分に方形調査区 5 か所と，帯状調査区 1 か

所を設けて調査を行っていた。今回 (1990 年)は，そのうち方形調査区 1 か所 (Fig.3 ， No.7: Fig.15) 

のみ復元できた。前回 (1964 年)には，アカマツの樹冠は欝閉せず疎開部が目立ち，亜高木層の各樹種

類も樹冠の広がりの小さいものが多かった (Fig.15) 。これに対し，前回亜高木層を構成していたホウノ

キ，カスミザクラ，ウワミズザクラなどが成長して高木層を形成し，目立った林冠疎開部はみられな

かった。前回は存在していなかったイイギリ，ヌルデなど好陽性の樹種が侵入し亜高木層の構成種に加

わっていた (Fig.15) 。

25 年間の林分の変化と各樹種と林冠疎開地の関係を Table 7 に示した。前回は林冠疎開地が調査区全

面積の 23% を占めていたが，今回は 8%であった。各樹種の全面積に対する占有率はモミが 4% から

0%，アカマツは 36%から 0% となり，高木層のモミとアカマツはほぼ完全に消滅していた。また，前回

アカマツに続いて占有率の高かったヤマザクラは 13% に暫増し，アラカシは 8%から 18% と占有率を大

きく増やした。ホウノキは 5%から 9% とわずかに増え カスミザクラは 4%から 3% とほぼ同じだった。

A モミ Abiesβrma M ヤブツバキ Camellω Japomca 
B アカマツ Pinus densiflora N サカキ Cleyeraja抑制ca
C ヒノキ Cham仰の，paris obtusa 0 ウワミズザ、クラ Prunusgrayana 

D カヤ Torreya nuc;たra p ヤマザクラ P. jamasakura 
E ク 1) Castanea crenata Q カスミザクラ P. verecunda 
F スダジイ Castanopsis cuspidata v紅 sieboldii R ヌルデ Rhus javanica 
G アラカシ Quercus glauca S イタヤカエデ Acermono 

H コナラ Q. serrata T エンコウカエデ A. mono var. marmoratum form. dissectum 
I ツクノてネカ、、シ Q. sessilijolia U イイギ、リ Idesia polycarpa 

J オオツクパネガシ Q. Xtakaoyamensis V ミズキ Cornus controversa 

K ケヤキ Zelkova serrata W ヤマガキ Diospyros kaki var. sylvestris 
L ホオノキ Magnolia obovata 

Fig.15. アカマツ林方形区樹冠投影図(調査区 7)

Distribution of trees and their crown projections of Pinus densiflora stand in 

1964 and 1990 (Ploto 7) 

数字は胸高直径 (cm) , ( )内書は樹高 (m)

Number shows DBH and tree height in ( ). 
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アカマツ林構成種の樹冠面積の変動 (1964 ~ 1990) 

Change of the crowns and gaps in Pinus densijlora stand (1964 ~ 1990) 

1964 樹冠1990面積 増減
樹冠面積 Add and reduce 

樹種名 Crown area Crown area of tree number 

Species 本数 全面積 (m') 占有率(%) l 本当(ぱ) 本数 全To面ta積l a(rぱea) 占Pe有rc率ent(a%ge) 
l 本当(ば) t唱 減少

Number Total area Percentage Area dpue; r Number Area pd er add reduce 
of tree individual of tree individual 

モミ Abiesfirma 2 42 4 21 。 1 2 
アカマツ Pinus densiflorai 7 355 36 51 。 。 7 
カヤ Toγγeyα 悦ucifeγα 1 18 2 18 52 5 52 。 。

ヒノキ Chamaecyparis obtusa 。 6 11 1 2 6 。

スダジイ Castanopsis cuspidata var. sieboldii 3 17 2 6 6 116 12 19 6 3 
アラカシ Quercus glaucα 9 82 8 9 12 177 18 15 8 5 
オオツクノ〈ネガシ Quercus Xtakaoyamensis 2 24 2 12 3 72 7 24 1 。

サカキ CleyerajaJうontca 1 9 1 9 2 10 1 5 2 
ヤプツノ fキ Camellia japonica 。 8 47 5 6 8 。

ヤマザクラ Prunus j，αmαsakur，α 11 98 10 9 4 126 13 32 。 7 
ウワミズザクラ Prunus grayana 2 19 2 10 35 4 35 。

カスミザクラ Prunus verecunda 2 37 4 19 1 29 3 29 。

ホオノキ Magnolia obovat，α 1 47 5 47 2 84 9 42 1 。

エンコウカエデ Acer mono var. marmoratum form. disseclum 2 8 1 4 2 27 3 14 1 
ケヤキ Zelkova serrata 。 1 3 1 3 1 。

イイギリ ldesia polycarpa 。 4 80 8 20 4 。

クリ Castanea crenata 2 1 。 。 。 2 
コナラ Quercus serγαta 1 3 。 3 1 4 4 
ヌルデ Rhus javanica 。 1 9 I 9 1 。

ヤマガキ DiosPYcos kaki va仁 sylvestris 。 1 1 。

ミズキ Cornus controversa 。 1 28 3 28 。

計 46 760 77 58 910 92 43 31 

林冠疎開地 Gap 140 16 。 o 

Table 7. 
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また，前回は生育していなかったアカマツの枯死直後に侵入したと思われるイイギリの樹冠占有率が 8

%となっているのが目立った。なお， 1 本当たりの樹冠面積の変化をみると，前回はアカマツとホオノ

キの占有面積が突出して大きかったが，今回はカヤが 3 倍近くに占有面積を拡大し，次いでホオノキ，

ウワミスザクラ，ヤマザクラなどの落葉広葉樹の繁茂が旺盛で，占有面積を大きく広げていた。調査区

内の生育個体数の増減は Table 7 に示すように，前回の総本数 46 本に対し，この 25 年間に 31 本の枯死

がみられ，新たに 43 本の発生があって，個体数は 58 本となり，総本数では 12 本の増加となっていた。

樹高階別の本数分布 (Fig.16) は，高木層を占有していたアカマツ，モミの林冠が欠落したため，亜

高木層を構成していたヤマザクラ，カスミザクラ，ホオノキ，ウワミズザクラの落葉広葉樹と，アラカ

シ，オオツクパネガシの常緑広葉樹林が成長して高木層に樹冠を伸ばした。しかし，かつてのアカマツ

の樹高階にまでには届かず， 11 ~ 15m 以下の層における個体数の増加が顕著であった。

胸高直径級別本数分布 (Fig.17) では，前回 (1964) は大径木のアカマツが突出し，中径木の 31 ~ 

35cm の径級にモミと常緑広葉樹とがみられたが，今回の調査 (1990) では，落葉広葉樹が急速に成長

して 36 ~ 40cm の径級に多くなった。また，それぞれの径級は連続的な分布となり L字型に近い形に変

化したD

モミ，アカマツの枯死によって上層の林冠が欠落した林床の低木層 (Table 8) においては，アカマツ，

モミの優占した林分にみられる種の増加はなく，前回 25 種を数えた樹種は 10 種少なくなって 15 種に

なっていたO すなわち，前回の優占種であったヒサカキ，アラカシ，ヤブムラサキが少なくなり，ミヤ

マガマズミ，コパノガマズミ，ヌルデ，ネジキ，クリ，ヤマザクラ，ヤマウルシ，ツクバネウツギ，エ

ンコウカエデなどアカマツ林下に多い好陽性樹種も姿を消した。これに対し耐陰性の強いアオキ，サカ

キ， ミヤマシキミが被度を高めていた。

1964 1990 
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Fig.16 アカマツ林方形区樹高階別本数の推移(調査区 7)

Height distribution of Pinus densijlora stand in 1964 and 1990 (Ploto 7) 
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皿常緑広葉樹
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ヤ4 #-
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胸高直径 DBH (cm) 

Fig.17 アカマツ林方形区直径級別本数の推移(調査区 7)

Diameter (DBH) distribution of Pinus den宅介ora stand in 1964 and 1990 (Ploto 7) 

草本層はテイカカズラ，アオキ，ウワミズザクラ，アラカシ，スダジイ，ベニシダなどの被度の増加

や新たな侵入がみられ，構成種が減少した低木層と違って 2倍の 34種に増加した。増加した主な種はヒ

サカキ，ヤマグワ，コアジサイ，イヌツゲ，ハナイカダ， ミヤマシキミ，ムラサキシキブ，シラキ，コ

ゴメウツギ，ウリカエデ，サルトリイバラ，カシワバハグマ， ミヤマカンスゲ，ナキリスゲなどで，こ

れらのほとんどは歩道に近い林縁に集中していた。

つる類はテイカカズラに被度の増加があった以外は大差なく，林縁にマタタピ，ツルウメモドキ，キ

ジョランが侵入していた。

3.1. 3 カシ，シイ林

林らの前回 (1964 年)の調査によると，当科学園内のカシ，シイが優占する林分は，上木にモミ，アカ

マツが点生したものが多く，上層にまでカシ，シイが占有した林分は少ないとされていた。しかし， 25 

年後の今回 (1987 ~ 90 年)の調査では， Table 9 に示すように上層のモミ，アカマツが枯死して高木層が

欠落した二次林的な未発達の林分 (Plot 10) と，アラカシ，スダジイが上層まで占有した林分 (Plot 5 ~ 

9) とが多くなっていた。

(1) カシ，シイ林方形調査区

前回 (1963 ~ 64 年)はカシ，シイが優占した林分に 10 か所の方形区を設けて調査していたが，今回

(1987 ~ 91 年)は，そのうちの 6 か所の調査区を復元できた (Fig.3 ， Table 9) 。今回調査した 6 か所の

カシ・シイ林のすべての調査区において，高木層のアカマツは枯死してなくなり，モミは常在度， f憂占

度を著しく低下させていた。アカマツとモミの枯死した調査区 (Plot 5 ~ 8) では，アラカシやスダジ

イが旺盛な成長を示して高木層の優占種となり 常在度 優占度とも極めて高くなっていたc この他の

種ではオオモミジ，エンコウカエデ，オオツクパネガシ，ヤマザクラ，ケヤキが樹冠を伸ばして高木層

の構成種に加わっていた。また 亜高木層の構成種では アラカシの総合優占度が 3709 と突出して高



多摩森林科学園(旧浅川実験林)における森林遷移(豊田ほか) -31-

Table 8. アカマツ林方形区の林床植物の組成変化

Change of f10ristic composition of understories in Pinus densiflora stand 

標調面惜帽最海準査抜斜斜積大地年高方度林(番m度向分(a)x高号nJ (m) MIMPYASLetbXヰeaua田t xer 泌HninmSduぽeeumse m bs oehofr efs lszlohopt pe e 

E E 
階層 種 類 1964 1990 

900 900 
Layer Species 210 210 

N N 
28。 28。

24 17 

モミ Abies fin世a + + 
カヤ Torreya nucifera + + 
ヒサカキ Euηla ]apomca 3 + 
アラカシ Q白ulelmzco?s?a glamuoclo lぉ 2 l 
ヤブムラサキ 1 + 

低 アオキ Aucuba japonica + 2 
サカキ Cleyera japonica + l 
ミヤマシキミ Skimmia japonica + 1 
クリ Castanea crenata + 

木 ウラジロガシ Quercus salicina + + 
コナラ Quercus serrata + + 
ヤブツノ tキ Camellia japonica + + 
マルノ Tウツギ Deutzia scabra + + 

層 ノ t イカウツギ、 PhiladelPhus satsumi + + 
ヤマザクラ Pru;附s ja叩asakura + 
ヌルデ Rhus javanica + 
ヤマウルシ Rhus verniciflua + 

刻俳 ウリカエデ Acer crataegifolium + + 
S エンコウカエデ Acer mono var. mannoratum f. dissectum + 

) ハナイカダ Helwingia ja.戸omca + 
ネジキ Lyonia neziki + 
ヒイラギ不、 Osmanthus heteroPhyllus + + 
ツクノ t ウスツギ Abelia spathulata 十

コ J\' ノガマ ミ Vib叫開叫間肝os乱開 + 
ミヤマガマズミ Vi加'rnum wrightii + 
モミ Abies finna + + 
カヤ Torreya nuci伽。 + + 
イヌガヤ SCIφR2h71a0lgortaaXm14m5 a haommmnFooconゆiaasubsp moll15SIma + 
ミゾシダ 2 l 
テイカカズラ Tγ'achelospeγmum aszaltcum l 2 
ジャノヒゲ、 Ophψogon Japomcus 1 1 
アオキ Aucuba ja，戸onlca + 1 
ヤブコウジ Aγdisia j仲間lca + + 
フユイチゴ Rubus bueγ-gen + + 
アセビ Pieris japonica + + 

草
コウヤボウキ Pertya scandens + + 
チゴユリ Dis，初rum s閣ilacinu:相 + + 
ヤフホラン Liriope PlatyPhylla + + 
シュンラネ ン Cymbidium 官官esc側S + + 

本
ノ、リカー ワラビ Thelypteris japonica + 
ウラジロ Gleichenia japonica + 
ウワミズザクラ Prunus graya向。 2 
アラカシ Quer，αlS glauca 1 

層 ベニシダ Dηopteηs eηthrosora 1 
スダジイ Castanopsis αlSpidata var. sieboldii + 
ヤマグワ MorllS ausfralis + 
ヒサカキ Eurya japonica + 

ヨ跡 コアジサイ Hydra培ω hirta + 
H コゴメウツギ、 StePhanandra incisa + 
) シラキ Sapium japonicum + 

ミヤマシキミ Skimmia j，ゆonica + 
ウリカエデ Acer σataegifolium + 
イヌツゲ flex crenata + 
ハナイカダ Helwingia japonica + 
ムラサキシキブ Callicaゆa japonica + 
カシワノν、グマ Pe:吟ya γobusta + 
サルトリイバラ Smilax china + 
ミヤマカンスゲ Carex dolichostachya var. glaberrima + 
ゼナキリスゲ Carex lenta + 
ンマイ Osmu;叫'[J ]aj抑制ca + 

てコ
ァイカカズ、フ Trachelo，ゆe門司um asiaticum 1 2 

植物る
フジ Wisteria flo門bunda + + 
ツタウ jレシ Rhus ambig7，ω + + 
キヅタ He金γaγhombea + + 
マタタピ Actinidia polygam'a + 

電陣

ツルウメモドキ Celasfrus orbiωlatus + 
L キジョラン Marsdenia tom側'tosa + 

) 

オニドコロ Dioscorcea tokoγ。 + 

* : See Table 2 
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カシ・シイ林組成の変化

Change of floristic composition of Quercus-Castano�sis stand 

標帽調標地海傾最査準t形抜斜斜大苧年H地il Year 

1963 ~ 64 1987 ~ 90 
階層 種 類 番面号積 Plot number 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 中95凹腹 中96曲腹 尾叩7根0 尾98削根 中S9距0 尾9100根0 常在度 1l 憧総1'0占ta度合I Layer Species 

(m') Area 中90腹0 中90腹0 尾90根0 尾90根0 中90腹0 尾90根0 常在度 総優1'0占ta合度l 

高方林角向度分(高m()。 (m) ) 1ASMEot却ldatpsxeotomuFgsdnruaeuerpse zzhs z oy hof hes18loih中ptee d sund 
210 I 210 I 220 I 210 I 190 I 200 IConsta- 210 I 210 I 220 I 210 I 190 I 200 IConsta-
SW W SE E SW S cnlcay ss cover SW W SE E SW S cnlcay s cover 
24 I 25 I 26 I 25 I 36 I 35 I class I degree 24 I 25 I 26 I 25 I 36 I 35 I class I degree 
23 I 22 I 24 I 22 I 23 I 22 15 I 17 I 16 I 17 I 15 I 23 

τrn主r1 

アカマァ AApAQcahcczznaepwspry uusms PmjmaGd4oos nl四pmngnsolaSta aS EuvPrkCao1nLya 4t 5a pmviagdE n n 

1 1 + 1 W 251 
モミ 1 1 + + 1 V 253 1 1 E 166 

木
アラカシ 4 4 2 2 4 V 3710 
スダジイ ta var. sieboldii 1 1 4 1 3 V 1916 

層
オオモミジ amoenum 2 292 
エンコウカエデ mono var. marmoratum f. dissecfum 2 292 

オオツクパネガシ PZQreuulhenroctUuuGsfSGtEomThTGaGSoIG yGhG?u?1r0o 1S15 83 

τ; 
ヤマザクラ 83 
ケヤキ serra 1 83 
アカメガ、シワ Mallotus japonicus + 2 

アラカシ

AZpQcrehbuztszh e俗tnyucuzm/ukSuIsFpI?sgms"ehz。nms uoccsu uG aSh9zie血mUVEm加ldil
4 4 3 3 W 3334 3 4 2 3 4 V 3709 

スダジイ 1 4 4 2 3 V 3167 1 2 I 皿 458 

互主
ヤマザクラ l + 1 皿 168 2 1 H 375 
モミ 十 + + 1 N 89 1 1 田 249 
ケヤキ 十 十 1 凹 87 2 2 H 584 
ウラジロガシ Quercus salici机α 1 + + 田 87 1 83 

高
オオモミジ Aceγ 争αlmαtum vaτ.αmo側um + E 85 + 1 H 85 
ウワミズザ、クラ Prunus grayana + + + 国 6 
エンコウカエデ Acer mono var. marmor，σtum f. dissecfum + + H 4 + 2 H 294 

ヤプツパキ FM白TFoaMwmchuりgnElmif削tmasnyuita鳩umcz山im』/:nmgb叩σ mergostt g 

十 + H 4 1 + H 85 

木
カヤ + 2 1 日 166 
コパノトネリコ f. serrata + 2 + 2 
タブノキ 十 2 
コナラ Quercus seγTα'fa + 2 

層
アカメガシワ

MAM(じlc1oa噌ee抑suyf閣aourntd悶のaefaa uaFpcqompg加ontomfnzo叩acl回ahaM 附a4S Z 

+ 2 
サカキ 1 3 十 田 710 
ウリカエデ + 1 1 田 153 
ホオノキ 1 83 
クリ + 2 

百
イロハモミジ

ARsRL戸thchwu川ttee国ssp2l0taa1nl0岬叩mcZh7ng61mt6もkuafoma cゆlam O vaE elispttca 

+ 2 
ネジキ + 2 

) 

エゴノキ + 2 
ヤマウルシ + 2 
ヌルデ + 2 

低層木 アラカシ

AAQ白Ghuuz，1cdenωydMdcbFnlulamqsmypMayszpaa tmS抑one四maacsa cpz idata vaE suboldu 
2 2 2 3 3 3 V 2751 3 2 2 2 3 3 V 2751 

ヤブツノくキ + + 2 2 N 588 2 2 H 584 
モミ 2 2 日 584 1 + + N 170 

S 
アオキ + 1 + 2 V 462 3 3 2 3 3 V 2875 
スダジイ 2 十 N 460 + 1 + 1 + V 172 

Table 9. 
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( Continued) 

聞調標標閉最地海準準斜斜査形抜大年地地番面積号 FYhear t number 

1963 ~ 64 1987 ~ 90 

階層 干草 類 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 

Layer Species 
(m') Area 

中9201腹00 中9201腹00 尾9202根00 尾9201根00 中9109腹00 尾9200根00 C常o在ns度ta- 総優To占u合度l 中9201腹00 中9201腹00 尾2902根00 尾9201根00 中9109腹00 尾9200根00 C常o在nst度a- 総優ToIitla度合l 

高方角林度分向(高m(。) (m) ) 1AISMS0tx11empp 1eot:upigsYdnruEde etr-pesm ls loy hof f es1szloih叩pte e of stand SW W SE E SW S n:lcay s cover SW W SE E SW S n:lcay s cover 
24 I 25 I 26 I 25 I 36 I 35 I class I degree 24 I 25 I 26 I 25 I 36 I 35 I class I degree 
23 I 22 I 24 I 22 I 23 I 22 15 I 17 I 16 I 17 I 15 I 23 

ヤブムラサキ

FFQcuuWdηni 8叫sal1，a4zz印rmt0nm刷ggzcma1削ヨlis + + + 1 + 1 V 174 2 1 1 1 1 + V 626 
ヒサカキ + 1 + + + V 91 1 1 3 2 1 + V 1168 
ウラジロガシ 1 + + 田 87 + + + 国 6 
アセピ + 1 + 回 87 + + E 4 
ガマズミ Viburnum dilatatu矧 1 + H 85 + 1 十 皿 87 
コパノガマズミ Viburnum erosum + + + + + + V 12 1 + 1 + + V 172 
ヒイラギ、

IPO7Imlszeml1w0pabnyntzaM幼gtnarM4usycahitifb eh開utnm rfocpα hyllus + + + + + V 10 + + 1 十 + 十 V 93 
カヤ + + + 凹 6 + + + + W 8 
ハスナイカダ + + + 皿 6 + + H 4 
ア マゲネザサ + + E 4 1 1 + 皿 168 
イヌツ flex crenαtα + + 日 4 + + + + + V 10 

ミヤマカーマズミ AAIRsV(chl2ertbhabpeeωFgufulyhlddtzm bnωaacoggl曲matonゆゆudacmhGnaanY7開qf四tdFhrvUqm日sゆ1aψ74h4huo8afυahnztMuκa w出at1gma g t2m噌aMtom nm 

+ + E 4 + + + + W 8 
{丘 ムラサキシキブ + 2 l 1 1 十 W 249 

ウリカエデ 十 2 1 + + + N 89 
イヌガヤ + I 2 + + + 田 6 
ヤマツツジ + I 2 + 2 
コゴメ ツギ、 + 2 + 2 

木 ツクノ T ウネウツギ + 2 
ウツギ、 utZta crenata + I 2 
エンコウカエデ Acer mono va:τ. marmoratum f. dissecfum + I 2 
サカキ

DEleGuEtGzgia nuscs ogblm Gbra 

2 3 + + + V 923 
ツルグミ + 1 H 85 

層 マルノ fウツギ + + + + + V 10 
ヤマウルシ

RsKRthhpvzUoe剖dsSbJMabfd町nl1m刷emcoag n a ゆasa emg加rbatum
十 + + 田 6 

エゴノキ + + + 皿 6 
ヌルデ 十 + + 田 6 
ノ T イカツツジ 十 + + 皿 6 

/、 ナイ ンテン Nandina domesticσ + + + 国 6 
S ロハモミジ

ASTthcaeecr ahpysauilnrmuenas stpuis rm aecox 
+ + 十 田 6 

) キブシ + + H 4 
チャノキ + + 日 4 

コパノトネ 1) コ MFLSmh問aafmmdhemmtyUdu5msO1ゆ川lag抑t和unS昭制Imlk明CbMaoS , sa E sey四ta + + II 4 
アカメガシワ + + H 4 
ミヤマシキミ + + 日 4 
ダンコウノ T イ + I 2 
サンショウ

ZCaGnSItGhnoxeya lucTm 671p0(tpG entum + 2 
クリ + 2 

ウリミズザクラ M丹R丹eomx閉mm山回st弘ag1Rz0evYsGq9ntりm田四latas h 

+ 2 
モチノキ + I 2 
ヤマザクラ ura + 2 
ヤマグワ us + 2 
ヤマウグイスカグラ Loniceragracilipes var. glandulosa + 2 

Table 9. 
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( Continued) 

標間調標地I最毎準準4査形大友年地地番面積号 Y円田。tr number 

1963 ~ 64 1987 ~ 90 
階層 種 類 5 1 6 1 7 1 8 1 9 1 10 51617 1 8 1 9 1 1 0  

Layer Species 
(m') Area 中90腹0 中90腹0 尾90根0 尾90根0 中90腹0 尾90根0 常在度 総優占合度 中2901腹00 中9201腹00 尾9220根00 尾9201根00 中9109腹00 尾2900根00 C常o在nst度a- 総優To占ta度合l 

方角林高度分向(高m(。) (m) ) TMESM叩txaeUpxetc岡itpsImdnr山aeeupsem hsoy hof f eszdlgohoppte e of st四d 210 1 210 1 220 1 210 1 190 1 200 1 Consta-I Total 
SW W SE E SW S cnlcay ss cover SW W SE E SW S cnlcay s COVEr 
24 I 25 I 26 I 25 I 36 I 35 I class I degree 24 I 25 I 26 I 25 I 36 I 35 I class I degree 
23 1 22 1 24 1 22 1 23 1 22 15 I 17 I 16 I 17 I 15 I 23 

スノキ Vaccinium smallii var. glabrum + 2 
f正 アブラチャン

LPVGticncmdciesnrWa 11140pmrqG1o4ElGCdsOhX sGiomidiei s 
+ I 2 

木 ニガキ + I 2 
ナツハゼ + 2 

層

シュ n FhTQ日Yau仇GeぉerAOdymrUiju，I1eq4aogmpmゆsmawpufths叩amIp五gmbbodron似eIOnt四m dczha u 

+ I 2 
ヤツデ + I 2 

S シラカシ + 2 
オトコヨウゾ、メ m + I 2 
ヤダケ + 2 

アラカシ

LP白曲印Tgzev問F4σhye1r3αtm坤h脚KZdsα可0omm伊dcl加b町mtaewd，zleea中nm-出ha メummmlmgzac 悶smzatEzzau伽mmhm 

3 4 + + W 1671 3 2 2 2 N 1501 
ジャノヒゲ、 1 1 2 2 1 2 V 1125 2 2 2 3 2 1 V 1876 
テイカカズ、ラ 1 2 2 1 1 1 V 916 3 2 1 1 2 2 V 1667 
ヤプラン + 1 1 I + + V 255 + 十 + 1 1 + V 174 
コウヤボ、ウキ 1 + 1 + + 1 V 255 + 2 
オオイトスゲ + + + + 1 1 V 174 + 2 

モミ ARbeiinesecyhirtnG10 CGrn I + 皿 168 + + + + + + V 12 
キチジョウソウ ω + 1 E 85 1 I 83 

草
ヤブコウジ ADCγαηdγiEopszitαElEγjYia1st世at0η21itcha γosoγG + 十 + + + + V 12 + 1 1 十 V 253 
ベニシダ + + + + + + V 12 + + 1 1 W 170 
ナキリスゲ + + + + + V 10 
アオキ

AIsc白Tlhm世mOW山mUgb句担m低路開m唖zaロ協3花酬時拙3組u時c四i伊cI間tte吋皿問m四時出t匂t var ste加ldiz
+ 十 + + N 8 + 1 十 1 1 1 V 336 

本
ミヤマシキミ + + + + N 8 + + E 4 
ンユンフン + + + + N 8 + + E 4 
スダジイ + + + + N 8 + 2 
カヤ + + + 田 6 + + 1 + N 89 

層
イヌツゲ + + + 皿 6 + + + + N 8 
フユイチゴ RDLt174n7bd0uP辺srUobTttuts Em7n23btEpeTpl1 loσnto ensis + + + 田 6 + + + + N 8 
トウゴクシダ 十 + + 田 6 + I 2 
クロモジ + + E 4 + + H 4 
アズ、マネザサ Pleiohlαstus chi旬。 + + E 4 + + E 4 

( 

ケチヂミザサ EIszboCゆ(v1bhZtptdmuhebo7pιPnl巾lηmlt山ohatW1hpa1a0peg0uI向附t，lgIfhηztpvannaje削mp少ad棚dFsFmu7o。y柳4Sm肱'cm"yZmwtp岬EEzetph削a n町ant帥ntmdsp抑nκraZIc5hmCLna日a哨GfIe tnt1P4ofm mdUcaS uzZゆ4m5 u 

+ + E 4 + 2 
H ヒサカキ + + E 4 

タチツボスミレ + + H 4 
クマワラビ + + E 4 
ミゾシダ subsp. mollissima + 2 + + H 4 
サンショウ + 2 + I 2 
ヤブツバキ + 2 + I 2 
ササクサ + 2 
オオパジャノヒゲ 十 1 田 168 
ハリガネワラビ 1 E 166 
クサギ + 日 85 

Table 9. 
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( Continued) 

最傾傾権地震調 地地年 Year 19,63 ~ ~4 19,87 ~O 階層種類 番号 PIヒlot number I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 
Layerl Species 面積(訂)Area hy 中90腹0 中90腹0 尾90根0 尾90根0 中90腹0 尾90根0 常在度 中90腹0 中90腹0 尾90根0 尾90根0 中90腹0 尾90根0 常在度高占林角分l陵nl m ) 'AIbitplto1g1dreaP 210 210 220 210 190 200 COIlsta- 総1憂1'0占ta度合1 I 210 I 210 I 220 I 210 I 190 I 200 I Consta- 総優1'0占ta度合l 

Exposure ohof ef sisglolhopt pe e of SW W SE E SW S ncy cover SW W SE E SW S ncy cover 

高。) , ?!eepness .of .sl.�e . 1 24 1 25 1 26 25 1 36 1 3-5 ~i~~s degree 1 24 1 25 1 26 25 1 36 1 3-5 ~i~~s degree 
(m) MaxnIlum nellZnI OI stand I 23 I 22 I 24 I 22 I 23 I 22 I I 15 I 17 I 16 I 17 I 15 I 23 

ミツノ fツツジ Rhododendron dilatatum I 1 I 1 83 
ヤブムラサキ Callicar�a mollis I + I + I + I I + I + I V 10 
ヤフソ、ギ、 Desmodzum oldhamii var. mandshuricum I + I I + I + I + I N 8 

ヌルデ RptOthesv戸upJhttsaSaynzJabt蜘zhtGWaXnS n 悶zIcct匁a ehte宮:;:~;2W 1 1 1 1 1 1 1 1 1 + 1 1; 1 ~ 1 ! 皿 6 
イヌガヤ ta 十 + I II 4 
アセビ + I + I II 4 
ヒイラギ、 ~~~ I + 十 日 4
エンコウカエデ Acer mono var. marmoratum f. dissectum I + I + I II 4 
マルノ〈ウツギ Deutzia scabra I + I I + I II 4 

モミジイチゴ ARRRDAEvQvUit1nczhηyub由wwzh闘旭euuりdmμny。PPe町Hかasgeau州uuyll2yαmm4zmn北Passρt制aagt9Mzzehomtbwarmnammuy加czゆ酔msca nz t 出au vヨm tvVzzaz EEaS四mEμmSu冗apuhm 州問 + I I + I II 4 

草オモト + I I + I II 4 
イタチシダ + I I + I II 4 
オオモミジ + I 1 2 
イロハモミジ + I 1 2 
ミヤマガマズミ + I 1 2 

本 ヤマウルシ + I 1 2 
エゴノキ + I 1 2 
ウラジロガシ + I 1 2 
コノ Tノガマズミ + I 1 2 
スノキ Vaccinium 5mallii var. glabrum I + I 1 2 

層 アカメガシワ APHNTtaKawfnl削luaostntnmF&a雪a6JりmGqPua町znonm四内~~t' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1+1 II!I! 1 i ニガ、キ + I 1 2 
ハナイカダ + I 1 2 
ナンテン + I 1 2 

ウリカエデ kPtA 。叩mo14wetlmmnmc回umusGtgehhs7ntmquedwyr抑gapMenolrLanst mumm 即~lata I I I I I I I I I 1; I I I I ~ ~ ( モクゲンジ ta I + I 1 2 
H イヌザクラ + I 1 2 

ウワミズヰF クラ 十 1 2 
コナラ + I 1 2 

イイギリ IPDTbs悶UmFsFczt叩adhyopsc切zua， ly開pt叫nu1asゆGruP兵S~:i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 I!I 1+111 ~ ヤダケ + I 1 2 
ンユロ + I 1 2 
ノササゲ + I 1 2 
ヒメカンスゲ Carex conica I + I 1 2 

ミヤマナルコユリ PDFoTυsηeらmnm2ρ3gsomt，umudeatsfutyほm 叩m炉ηh問~f~f:h::onensis I I I I I I I I I I I I + I : I I 1 I ~ ゼンマイ + I 1 2 
オオイタチシダ is I + I 1 2 
オオノ Tイノモトソウ + I 1 2 

Table 9. 
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( Continued) 

調標標聞帽地海最J査準準抜斜形大斜年地地番而積号 (m') 財YPeloa団t r numb町
1963 -64 1987 -90 

階層 種 類 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 

Layer Species 

高林h角 I度分何( m ) 1A13ltpE otuzdme p hy 

中90腹0 中90腹0 尾90根0 尾90根0 中90腹0 尾90根0 常在度 総優占度合 中9201腹00 中9201腹00 尾2920根00 尾9201根00 中9109腹00 尾9200根00 C常o在ns度ta- 総優TbIht a度合l 
210 I 210 I 220 I 210 I 190 I 200 IConsta-1 Total 

高(。 (m))SMEtxaepXeoIpIsIIu1le1r1smesolomf f sslgoliolpt pe e of stand 
SW W SE E SW S cnlcay s cover SW W SE E SW S cnlcay s cover 
24 I 25 I 26 I 25 I 36 I 35 I class I degree 24 I 25 I 26 I 25 I 36 I 35 I class I degree 
23 I 22 I 24 I 22 I 23 I 22 15 I 17 I 16 I 17 I 15 I 23 

フジ RWoissαteγimiαfm 107ib14Flda + + H 4 3 3 1 1 W 1416 

ヤピマナテンリカハズノライバラ 十 2 + + + + + V 10 
+ I 2 + + + 皿 6 

アルグミ KEAh副hl“tσ4似宮Eゆeeb悶s闘侮噌zmuMa n1Y悶，d町tanf舛tめq噌兵hbbψh旬fhfm0醐aantωtω a u削u 匁 + 2 + I 2 

て〉 クミズツバアケビ + I 2 2 + l 1 W 460 
1 H 166 

る キヅタ Hedera rhombea + 1 + + + V 91 

植 ツタウルシ RM}u114ssdammmbigto4a m + + + W 89 
キジョラピ ン enlosa 1 + E 85 

物 マタタ ASmctmtlotx dtco hptnoG bjgdF?10 1 83 
サルトヅリイバラジ + + H 4 
アオツ ラフ Cocculus orbiculalus + + H 4 

L オニドコロ Dioscoreα lokoro + + E 4 
ヒメビドコロ DApFgdmzαoeps4必cseou7nrimp四spsDsIstcoenm,blygug4mdaa pes,pess s edu町ulala

十 十 H 4 
イタ カズラ + I 2 
ノブドウ + I 2 
ヘクソカズラ + I 2 
アマチャヅル Gynoslemma pentaPhyll.σ + 2 

着(E生)' ノキシノブ LePisoγus thunbeγgianus + + + + + + V 12 

Table 9. 
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多摩森林科学園(旧浅川実験林)における森林遷移(豊田ほか) - 37-

くなり，同様に総合優占度の増加が著しい種はサカキ，ケヤキ，エンコウカエデ，ヤマザクラなどで

あった。

これに対し，スダジイの総合優占度は前回の 1/5 以下と大きく減少していた。これは亜高木層の個体

が高木層に成長した後，低木層から上層へ成長した個体がなかったことによるものと思われる。亜高木

層の構成種は前回 15 種あったものが今回は 20 種に増え，クリ，イロハモミジ，ヌルデ，ネジキ，エゴ

ノキ，ヤマウルシのような好陽性落葉広葉樹が侵入していた。

これら亜高木層以下の各層を構成している樹種の生活形組成をみると (Table 10) 亜高木層では大型

地上植物 (MM 型)の種数は 15 種で前回と比べて変化はなかったが小形地上植物 (M 型)の 5 種

が成長して構成種に加わっていた。低木，草本層では生育種数の増加が多く，低木層では前回総数 25

種であったものが 53 種に，草本層では 15 種から 42 種と 2 倍以上増えていたc その中で，低木層で 10

種，草本層で 11 種の大型地上植物 (MM 型)の増加が目立ったD

これらの変化を樹冠配置から検討するため， 6 か所の方形区の中から代表的な 1 か所を選び，樹冠投

影図 (Fig.18) に示した。左の図が前回 (1963 年)，右の図が今回 (1988 年)のものである。前回の図

では，大小の樹冠疎開部が点在し，充分な閉鎖林分ではなく，アラカシ，スダジイなどの亜高木層にお

ける樹冠の発達も未熟であった。これはモミなど上層木の枯損した直後の林分を示しているものであろ

う。前回の樹冠投影図との比較では，今回は上層を占める樹種における樹冠の発達が極めて大きくなっ

ていたc 林冠疎開地の変化と各樹種の樹冠の広がりをみると (Table 11) ，前回は調査区内の全面積の

34% に当たる 336ぱの林冠疎開地が存在したが，今回はわずかに 8% ， 81m2 に減少した。各樹種の樹冠

占有率は，アラカシが 31% から 59% と約 2 倍に拡大し，スダジイが 12% から 19%で，この 2 樹種の樹

冠占有面積は調査区の 80% を覆うものであった。また，各樹種の 1 本当たりの樹冠占有面積はケヤキ，

ヤマザクラが大きく，次いでスダジイ，アラカシの樹冠の広がりが目立った。

Table 10. カシ・シイ林を構成する木本種の生活形組成

Life form spectrum of Quercus-Castano戸sis stand 

階層 生活形 調査年
Year Layer Life form 1963 ~ 64 1987 ~ 90 

(種) (種)

亜高木層 MM  15 15 
Sub-tree layer M 。 5 

N 

MM  7 17 
低木層 M 6 12 
Shrub layer N 12 23 

L 。 1 

MM  5 16 
草本層 M 3 10 
Herb layer N 5 14 

Ch 1 1 
L 1 1 
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カシ・シイ林方形区樹冠投影図(調査区 10)

Distribution of trees and their crown projections of Quercus-Castanopsis stand in 1963 and 

1988 (Plots 10) 

数字は胸高直径 (cm) ( )内書は樹高 (m)

Number shows DBH and tree height in ( ). 

Fig.18 

調査区内に生育する亜高木層以上にみられる樹種の個体数 (Fig.18) は，前回 59 本あったものがこの

25 年間に 24 本が枯損し，新たに 17 本が発生して，総数では 7 本減少，計 52 本となった。アラカシと

モミ枯損木が折損倒伏した際の犠牲になったことがスダジイの減少の原因は，生存競争による枯死と，

考えられる。

樹高階別本数の分布 (Fig.19) は，前回 (1963 年)は高木層 (16 ~ 20m) に少数のアカマツと常緑広

葉樹が生育し，亜高木層及び低木層になるにつれて本数の多くなる L字型分布であったが， 1988 年には

16 ~ 20m の層の本数が増加し 5 ~ 10m の層が滅少して中央値の高い分布の形になったc

また，胸高直径級別の本数分布 (Fig.20) をみると，前回 (1963 年)は常緑広葉樹が 10 ~ 15cm, 16 

~ 20cm の径級に集中し， 20 ~ 35cm には数本が分布していたが 51cm の径級に 1 本ずつ存在してい

たモミとアカマツが枯死したため， 25 年後にはそれぞれの常緑広葉樹が順調に成長し，少数ではある

が各層に広がり， L 字型分布が崩れて 26 ~ 30cm の径級に最大値が移動した。



カシ・シイ林構成種の樹冠面積の変動

Change of the crowns and gaps in Quercus-Castano�sis stand 

Table 11. 

w
m凪
州
制
刑
詳
羊
特
圃
(
一
回
一
榊
三
洲
簿
詳
)
一
い
討
一
中
ね
い
掛
非
耐
鳴
(
冊
目
白
叫
す
)

1964 1990 面
Add 増and r減educe 樹冠面積 樹冠 積

樹Sp種名
Crown area Crown area of tree number 

eCIeS 本数 全面積(訂) 占有率(%) l 本当(ぱ) 本数 全面積(町) 占有率(%) 1 本当 (m') t首 減少
Number Tota! area Percentage 

iAndreiva idpuear l 
Number Tota! area Percentage Area ipd er add reduce 

of tree of tree individua! 

モミ Abiesfirmα 4 70 7 18 。 。 4 
アカマツ Pinus densiflora 1 24 2 24 。 。 1 
カヤ Toγγのα 悦ucifera 2 23 2 12 2 14 2 7 1 1 
ヒノキ Chamaecyparis obtusa 1 1 。

アラカシ Quercus glaucα 34 309 31 11 32 588 59 19 8 10 
スダジイ Castanopsis cuspidata var, sieboldii 10 118 12 12 8 182 19 23 3 5 
ウラジロガシ Quercus salicina l 12 I 12 。 。 1 
ヤブツバキ C瀘ellia japonicα 3 16 2 5 5 18 2 4 3 1 
ケヤキ Zelkova serrata 1 34 4 34 1 4:~ 4 43 。 o 
ヤマザクラ Prunus jamasakura 1 35 4 35 1 42 4 42 。 。

ウワミスザクラ Prunus grayana 1 10 1 10 。 。

アカメガシワ Mallotus japonicus 1 3 。 3 1 10 l 10 。 。

ミズキ Cornus controversa 12 1 12 1 。

計 59 654 66 11 52 909 92 17 17 24 

59 林冠疎開地 Gap 336 34 81 8 
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Tree height distribution of Quercus-Castanopsis stand in 1963 to 1988 (Ploto 10) 
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Diameter (DBH) distribution of Quercus-Castanopsis stand in 1963 to 1988 

(Ploto 10) 
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カシ・シイ林帯状調査地(2) 

スダジイが高木層を占有する南向きの緩やかな稜線上に設定した帯状 (5m x 40m) の調アラカシ，

を復元した。その断面模式と樹冠投影図 (Fig.21) を前回のもの(左側の図， 1963 V -1) 査区 (Fig.3 ，

アラカシとスダジイカfと比較してみると，斜面上部にあったアカマツとモミが枯死してなくなり，年

優占する常緑広葉樹林に変化していた。アカマツとモミの枯死によって発生した斜面上部の林冠疎開部

スダジイの成長が旺盛で被圧シラカシなど好陽性の樹木が侵入していたが，ゴンズイ，

された状態になっていた。

にはリョウフ二

樹高階及ぴ胸高直径級別の本数分布では，今回 (25 年後)はアカマツとモミの枯死によって，常緑広

それぞれ順調に成長して 16 ~ 20cm の径級の本数が増加していた葉樹と落葉広葉樹のみの構成になり，

(Fig.22 , 23) 。

草本層における林床植生の変化は Table 12 に示すように，前回 (1963 年)は少ない又は生育し低木，

ヤブツバキの常緑広葉アセビ，アオキの繁茂が目立ち，スダジイ，ヒサカキていなかったアラカシ，

オトコヨウゾメなどの落葉広葉樹類の被度が増加していた。まツクノ f ネウツギ\t!tとヤブムラサキ，

シラカコやンズ、イ，ヌルデ，コノてノトネリコ，た，前回はみられなかったモミの稚幼樹が少数みられ，

ヤダケなどの陽光を好む広葉樹類が侵入していたD 低木層における前回の種数は 12 種
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Belt transects showing the structure of Quercus-Castano�sis stand in 1963 

and 1989 (Belt transect V -2) 

Fig.21 
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Diameter (DBH) distribution of Quercus-CastanoJうsis stand in 1963 and 1988 

(Belt transect V -2) 

と少なかったが，今回はカヤ，ウワミズザクラ，ミヤマガマズミ，パイカツツジ，ツリパナの 5 種が消

えて，新たに 14 種が増加して 21 種となり 種数は 2 倍近くに増えた。

草本層はテイカカズラ，アラカシ，アオキの被度が目立って増加し，ヤブコウジ，ササクサ，ベニシ

ダも増え，コウヤボウキは減少した。コウヤボウキが減った原因は，亜高木層の繁茂によって林床に陽

光が入らなくなったためと思われる。前回は存在していなかったアオキが多く，また，林冠疎開時に侵

入する好陽性樹種の多いのが特徴的で 構成種は前回の 13 種から 17 種とやや増加した。

つる植物では前回はテイカカズラのみであったが，イワガラミ，サンカクツル，サルトリイバラ，ツ
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Table 12. カシ・シイ林帯状区の林床植物の組成変化

Change of floristic composition of understories in Quercus-Castano�sis stand 

階層 種 名 調査年度 Year 
Layer Species 1963 1988 

カヤ Torr，のα nucifera 十

アラカシ Quer，ωs glauca + 3 
アセビ Pieris japonicα + 
ヤブムラサキ Callicar;抑 mollis + l 
ウラジロガシ Quercus salicina + + 
マルノてウツギ Deutzia scabra 十 + 
ウワミズザクラ Prunus grayana + 

低 ツリパナ Euonymus oxy，戸hyllus + 
ノ f イカツツジ Rhododendron semibarbatum + 
ムラサキシキブ Callicarpa japonica + + 

木 コパノガマズミ 日burnum erosum + + 
ミヤマガマズミ Viburnum wrightii + 
モミ Abiesfirma 

層
スダジイ Castanopsis cuspidaωvar. sieboldii 2 
ヒサカキ Eurya japonica 2 
アオキ Aucuba japonica 2 
ヤブツノすキ Camellia japonica 1 

司陣

ツクノくネウツギ、 Abelia spathulata l 
S オトコヨウソーメ Viburnum Phlebotrichum ) 

シラカシ Quercus myrsinaゆlia 十

ヌルデ Rhus javanica + 
コマユミ Euonymus alatus f. ciliato-dentatus + 
ゴンズイ Euscaphis japonica + 
コパノトネリコ Fraxinus lanuginosa f. serrata + 
ヒイラギ、 Osmanthus heteroPhyllus + 
ヤダケ Pseudosasa japonica + 

カヤ Torreya 悦ucifera 十 十

コウヤボウキ Pe的a scandens 2 
テイカカズラ Trachelospenηum asiaticum var. intennedium + 3 
ヤブコウジ Ardisia japonica 十

ササクサ Lophatherum gracile + 
草 ヤマウルシ Rhus trichocarpa + 

ヤマツツジ Rhododendron kaempferi + 
サジガンクビソウ Carpesium glossoPhyllum 十

本
ヤプラン Liriope platYPhylla + + 
ジャノヒゲ、 。戸hiopogonjaponicus 十

ケチヂミザサ 。凶smenus undulatifolius + 十

オオイトスゲ Carex sαchaline:陥!s var.αlternifloγa + 
層 ベニシダ Dηopteris erythrosora 十

イヌガヤ CePhalotax協加γringtonia + 
アラカシ Quercus glauca 2 

温与 アオキ Aucuba japonica 1 
H スダジイ Castanopsis cuspidata var. sieboldii 十
) 

ウワミズザ、クラ Prunus grayana + 
ヤマザクラ Prunus jamasakura + 
ニガキ Picrasma quassioides 十

オオモミジ Acer palmatum subsp. amoenum + 
ミズキ Corn回 cont:γ0官官rsa + 

テフジイカカズラ TwTiasctEhreibasppoenrmbuunm dG asiaticunt + 
てコ + 
る オニトコロ Dioseorea tokoro + 

植
イワガ、ラミ Schizophraf!1仰 十

物
ノイノてラ Rosa multiflora + 
ツタウルシ Rhus α'mbigua + 

L 
サンカクヅル Vitis βexuosα + 

) ヘクソカスラ Pα邑deria sca:抗:dens + 
サルトリイバラ Smilax china + 

着(E生) * 
ノキシノフ、 Lepisorus thunbergianus + + 

一一」

* : See Table 2 
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タウルシ，ノイノfラ，フジ，ヘクソカズラカf増えて 8 手重となった。

3.2 林床植生にみられる都市化指標植物

これまでに述べた多摩森林科学圏内のそれぞれの林分においては，上層木のモミ，アカマツの病虫害

による急激な枯死により，下層のアラカシの繁茂を旺盛にし，十分に疎開された林床への好陽性樹種の

侵入を促した。亜高木層に存在していたアラカシやスダジイが繁茂した林内では，多くの調査区で暗い

林内に侵入できるアオキの繁茂が旺盛で，前回調査時の優占度に対して 3~4 倍になっていた。

林冠疎開(ギャップ)地へはイイギリ，モチノキ ヤツデ，カクレミノ，ナンテン，ネズミモチ， ト

ウネズミモチ，ヒイラギ，クロキ， ミズキなどが侵入していた。これらはいずれも液果を持ち，住宅，

街路樹などの緑化木として利用されており，近隣住宅地から鳥獣類によって散布されたもの(唐沢，

1983c: 土方， 1989a, b, 1991 , 1992: 成田ら， 1987, 1989) と思われ，周辺の都市化の影響が現れて

いるものと考えられる。

ここでは特に都市化と関係が大きい植物として，アオキ(鈴木・矢野， 1973: OKUDA, 1969, 1970: 

TAODA, 1979) とシュロ(萩原， 1977) を取り上げ多摩森林科学園全域における分布状態とその消長を検

討した。また，都市部の林内において稚樹の発生が著しいイイギリについても，その分布密度を調査

し，分布域を拡げた原因について検討した。

(1) アオキ

モミ・アカマツ・シイ林における種組成の変化 (Table 2, 9) を前回と比較してみると，アオキは調

査した 12 か所すべてに出現し，優占度はこの 25 年間に 3~5 倍以上に増加していた。また，アカマツ

が優占していた林分 (Table 8) では，低木層のアオキの被度は+から 2 となり モミ林の帯状調査区

(Table 5 , 6) においても，アオキの被度がそれぞれ増えていた。アカマツ林の方形調査区 (Table 8) 及

びカシ・シイ林の調査区 (Table 9) でも，アオキの被度が同じく+から 1 ， 0 から 2 とそれぞれ増加し

ていた。

このように，当科学圏内におけるそれぞれの林分では，低木層のアオキの繁茂は旺盛で，都市部の公圏内

林地と同様の傾向がみられた(鈴木・矢野， 1973: 萩原， 1977: OKUDA, 1969, 1970, : TAODA, 1979) 。

これは，アオキが暗い林内でも開花・結実が可能で，多くの実生の発生がみられること 鳥による種子散布

で生育地の拡大が容易であることに加えて，モミ，アカマツなどの老齢木が枯損し，風倒などで林床のアオ

キを押しつぶしても萌芽による再生が可能であることから，旺盛に繁殖することが出来たものと思われる。

(2) シュロ

各林内の林床においてアオキのような特徴的な変異はみられなかったが，母樹となる開花結実株が周

辺住宅地に多くみられた。これらのシュロの個体数を調査して図上にその位置を示し，種子を供給して

いる近隣住宅地の親木の所在を確認した (Fig.24) 。図示されている個体の大部分が 1 ~ 2 年生の稚樹で

あり，任意の場所における 5m X 5m の方形区内の調査結果では，母樹に近い旧庁舎横の樹木圏内で 27

本，池の南側の樹木圏内で 69 本，池の上の谷間で 32 本，糸原の民有地に近いシラカシ林内で 38 本が発

生していた。シュロの稚樹が多く発生している環境は，林内の相対照度が 0.1~0.2%以下の暗い場所

で，他の植物があまり繁殖できない環境にある。しかし，芽生えたシュロのすべてが生長することはな
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Fig.24 シュロ稚幼樹の発生と結実の分布

。

Distribution of Trachycaゆusfortuni seedlings and seed bearer 

- 45-

く， 4 ~ 5 年後には発生個体の1/3 ~ 1/4 が枯死していた。また，新規に発生した稚樹が多く，枯死と発

生を短い周期で繰り返しているものと思われる。

異常繁殖の主な原因となっているのは，鳥類による散布の増加と考えられ，親木が存在する縁辺地域

に稚樹が集中していた。また，親木が発生している林床の上層には常緑性の樹木があって，鳥だまりと

なっている場合が多かった。シュロは庭園樹として広く利用され，都市環境においても比較的よく結実

し，暗い林内でもある程度生き残りが可能であり，種子の供給ともに実生集団の形成が容易になるもの

と思われる(唐沢， 1983c: 土方， 1988a, b, 1989 , 1991 , 1992) 。

(3) イイギリ

林ら (1964) の調査資料にはほとんどみられなかったイイギリの侵入と繁茂がほぼ樹林地全域にみら

れ (Fig. 25) ，特にアカマツの方形調査区 (Fig.15) には亜高木層に 4 本侵入し， Table 7 に示すように

林冠占有面積が 8% になっていた。このように 近年は特にイイギリの稚樹の発生が各所に目立ち，都

市域の暗い樹林地内にも繁茂が著しいアオキ(鈴木・矢野， 1973) 及び異常な繁殖のみられるシュロと

同じような傾向を示していた。耐陰性の強いアオキとシュロに対して，陽樹で種特性の異なるイイギリ

の繁殖が何に基づいているのかを明らかにするために，結実木の分布とイイギリ稚幼樹発生との関係を

調査した (Fig.25) 。当科学圏内に存在する親木は 7本で，毎年よく結実し，それをヒヨドリがついばみ，

周辺の樹林地に種子を散布させている。散布された種子の発芽は良好で，林内の光環境の良くないとこ

ろでも 2~3 年間は枯死することなく生存している場合が多かった。生存中に林冠の疎開があると 1 年
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Tree years 

Mother tree 

。 結実する木 Young mother tree 

• 5 年以上のもの 5 years more 

• 1 -4 年のもの 1 -4 years 

Fig.25 イイギリの母樹と稚幼樹の分布

Destribution of Idesia ρolycarpa seedlings and seed bearer 

聞に 2m 近い成長をする個体もみられ，この 20 ~ 25 年間に胸高直径 25cm，樹高 16m の大木に成長し

た個体もあった (Fig. 15) 0 

イイギリは典型的な陽樹で高木性であり，アオキやシュロのように暗い林内で種子生産に至るまでの

成長は不可能である。このようなイイギリの稚樹の発生が近年特に多くなったのは， 1986 年春の大雪

によって，当科学園内の人工林の多くが被害を受け，大規模な裸地や疎開地が発生し(斎藤 1986 ， Fig. 

30) ，生育地が拡大したことも原因の一つであろう。一例として，旗立山南西面の 200m2 程度の広さの

林冠疎開地には数本のイイギリが更新し 一部は結実するまでに成長していた。

3.3 帰化植物の侵入と分布

多摩森林科学園内における自然度の低下を帰化植物の侵入割合でとらえるために，当科学園内の帰化

植物の種数と密度を調べ，帰化植物率分布図 (Fig.26) を作成した。また，侵入した帰化植物が分布域

を拡大する速度をみるため，サクラ保存林の休日公聞が始まった 1985 年 5 月の調査結果 (Fig.27) と，そ

の 6 年後の 1991 年 5 月に再調査した分布結果とを比較した (Fig.28) 。帰化植物率の高い区域は都道

(高尾街道)沿いから庁舎付近，サクラ保存林，白山試験林への林道沿いに集中している。これは入り込

み者の多い地域であり， 1986 年 3 月に発生した雪害跡地(斎藤 1986 ， Fig.30) も帰化植物率の高い地域

になっており，人為的な影響との関連を示すものとなっていた。一方，林冠が気象害または人為的に破

壊されていない限り，天然林や高齢級の人工林への帰化植物の侵入は少なく，天然林地域と白山地区の

人工林では帰化植物率が 3.0%以下であった (Fig.26) 。
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Fig.26 多摩森林科学園の帰化植物率分布図

(C_o~~ 天然林 (3 %未満) Natural forest 

(__) 3 %未満 Less than 3% 

円、) 3<)% 

~ 6 -10% 

W 11-20% 

~llllIIDo 21-30% 

曜Þ 31%以上 More than 319も

Map showing the percentage of naturalized plant in the Tama Forest Science Garden 

Fig.27 多摩森林科学園における帰化植物の侵入状況 1984 

Distribution map of naturalized plants in the Tama Forest Science Garden in 1984 
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Fig.28 多摩森林科学園における帰化植物の侵入状況 1991 

Distribution map of naturalized plants in the Tama Forest Science Garden in 1991 

帰化植物の分布はわずか 6 年の短期間でも大きく拡大した (Fig.27 ， 28) 0 Fig.28 に記した以外にもエ

ゾノギシギシ，ベニバナオオケタデ，ホソアオゲイトウ，アカツメクサ，アメリカセンダングサ，キク

ニガナ，セイヨウノコギリソウ，キクイモ，セイタカアワダチソウなどが 1991 年に確認されており，

当圏内の帰化植物種数は 62 種，全植物数の 7.9% となっている。

これらの帰化植物の侵入，拡大は，アカマツ，モミ林が病害虫の発生，雪害等の気象害によって急激

に変化したこと及び林道の開設 サクラ保存林の一般公開による入り込み者の増加 (Table 13) などと

の深い関連が認められた。

4 考察

4. 1 モミ・アカマツの衰退とアラカシの繁茂

モミ・アカマツが高木層を占有している天然林が多摩森林科学園から八王子城山へかけての稜線及び

高尾山の稜線部に多く残っていて，その下層にはカシ・シイ亜高木層を含んだ林相が多くみられ，これ

らは暖温帯北部に位置する当該地域の代表的な森林景観であった(林ら， 1965) 。しかし，これらの林分

の優占種である，モミは 1937 年頃から始まったモミノハラアカマイマイによる虫害(小山ら， 1959) , 

アカマツは 1960 年代前半から目立ち始めたマツの材線虫病の被害を受けて枯死するものが多く，ほほ

全滅の状態になった (Fig.29 ， 30 , Photo 1, 2) 。ことに，モミは 1956 年と 1957 年の 2 年にわたるモミ

ノハラアカマイマイの大被害を受け，景観が一変したD この貴重な林分が失われる前に，生態学的な面

からの記録を残しておきたいとして， 1963 年から 1964 年にかけて林らによる調査が行われた。



多摩森林科学園(旧浅川実験林)における森林遷移(豊田ほか) - 49-

年
Year 

1971 

1972 

1973 

1974 

1975 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

1982 

1983 

1984 

1985 

1986 

1987 

1988 

1989 

1990 

Table 13. 多摩森林科学園入園者数

Number of visitor in τàma Forest Science Garden 

To入u国1 v者is計itor CサheクVrrIeラywb見lmo学sg som その他
Other 

4812 2900 1912 

8603 6600 2003 

6040 4040 2000 

3585 2400 1185 

3683 2500 1183 

3700 2550 1150 

3686 2517 1169 

3997 2810 1187 

4849 3842 1007 

7498 5988 1510 

12660 10933 1727 

15349 14809 540 

18825 18565 260 

28666 28131 535 

36790 35849 941 

42094 41371 723 

50359 49474 885 

57800 56306 1494 

59981 58841 1140 

65493 64254 1239 

1 9 6 4 

App摘lic要ation 
入国事前許可制

Opening to the visitors 
who have permission 

入園平日公開

Opening to the public 
on weekday. 

入国休日公開

Opening to the public 
on holida手

A 天然モミ 抽吋rma(wildl

. 天然アカマツ P刷dell5ij11附 (wildl
巴常緑天然林 附E
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芭 その他針葉樹(国産 oαth加】r前e町rc∞con目on町11伽f住e町rf伽D町r由酎t 

圏 人工林コナラ類 d白般e配E蜘u凶so岨ak【 f伽C町r巴回t 

圏カシ類・クスノキ類 刊'ergreen叫 andlaurelf町田l

E その他広葉樹(国産) αherbr岨dteafi町田t
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ロ除地 o出er

Fig.29 多摩森林科学園の林相図 1964 

Map showing forest type of the Tama Forest Science Garden in 1964 
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前回の調査後，この 25 年間に最も大きな変化がみられたのは，当時すでに指摘されていた高木層を

占有していたモミとアカマツの枯損で，前回の調査時(林ら， 1965) に 85%以上も占めていたモミ・ア

カマツの林分は，撹乱後の土地利用の変化を含めて 10 ~ 15%程度にまで急激に減少した (Fig. 29 , 

30) 。モミの枯損は，前に述べたようにモミノハラアカマイマイの食害によるもので，小山ら (1959) に

よると， 1937 年頃から発生し始めた被害は 6~7 年の周期で大発生し， 1943 , 1950 , 1957, 1964 , 

1971 , 1978 , 1985 年と続き，天然生モミの老齢大径木の大半がこの虫害で枯死した。

しかし，モミの幼壮齢中，小径木の多くは虫害を受けた後には回復可能で，これらの成長によってモ

ミ林の存続は可能であると推定されていた(林ら， 1965) 0 その経過を観察するために設定されたモミ稚

幼樹の消長調査区においてモミの更新とその後の成長は見られなかった (Fig.13 ， 14) 0 1990 年までに残

存していた旗立山 (Fig.2 ， 3) のモミは， 1991 年末までに 2 本の枯損が発生し，現在のところ健全なモ

ミ林の存続は，自然状態では困難になってきている。

アカマツの枯損に関する正確な記録はないが， 1960 年代の前半から始まったマツの材線虫病の被害

が数年の聞に天然生アカマツ林に大被害を与え，その後も点生したアカマツ林の大半は 1980 年代の前

半までに枯死し，現在では白山地区に 10 本程度が残存するのみとなっている (Fig.29 ， 30) 。このモミ

とアカマツ林の衰退によって，モミ・アカマツが高木層を占有していた林相 (Fig.7) は，高木層にアラ

1 9 9 0 

Fig.30 多摩森林科学園の林相図 1990 
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Map showing forest type of the Tama Forest Science Garden in 1990 
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カシ，スダジイが優占し，下層にはアオキ，サカキ，ヌルデ，ヒサカキなどが生育する林分に変わっ

た。また，モミがすべて枯死した林分 (Fig.8) では，アラカシ，スダジイ，ケヤキ，イヌシデ，ウワミ

ズザクラなど常緑及び落葉広葉樹が混交する高木層が形成され，林相は一変した。従って，モミが残存

している林分でも，さらにモミの個体数が減少し，アラカシにスダジイ，ウラジロガシ，オオツクパネ

ガシ，タブノキが混交し，ヤマザクラ，ケヤキ，ウワミズザクラ，イイギリ，ホオノキなどの落葉広葉

樹が点生する常緑広葉樹林に移行していくものと思われる。

亜高木層を構成している樹種は，アラカシが群を抜いて高い優占度を示しており，上層のヤマザク

ラ，ウワミズザクラ，カエデ類が枯死した場合，林冠疎開部を埋めるようにアラカシの個体が高木層に

まで成長するものと思われる。暖温帯北部に当たる多摩森林科学園林周辺では，モミが上層を優占し，

中・下層に常緑樹が優占する林分が形成される(林ら， 1965) が，モミの稚幼樹が存在しない現在の状

況では，過去のモミを主体にした林分の自然成立は困難と思われる。

4.2 森林の遷移に及ぼす都市化の影響

前回 (1963 ~ 1964 年)の調査時には，まだ当科学園周辺は森林地帯であった。開発の波は 1964 年の

オリンピック以降急激で，東側に隣接する武蔵陵墓地(旧多摩御陵)との聞を通る都道の整備・拡幅が

行われてからであった。北側隣接地の住宅地造成や周辺一帯の都市化は広域にわたり，加速される一方

であった (Fig.31) 。

科学園に近接して八王子市の北側を通る中央自動車道は 1968 年に開通し，交通量は 1 日 5~6 万台

戸〉

Fig.31 住宅地域の拡大

箆~ 1965 住宅地域 R的detial area 

Eヨ問。

白 1980

Change of residential area in the Hachioji city 
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(八王子道路公団事務所， 1991) となり，当園の東側を南北に貫通する高尾街道は 1 日 1 万台，東西に走

る甲州街道も 1 日 1 万台の交通量があって(相武国道事務所， 1991) ，この三つのルートの道路に扶まれ

た当科学園には，京浜工業地帯からの汚染した大気とともに排気ガスが停滞するため，夏期には都心部

と同様の異常落葉(山家， 1971) が，当科学園内のケヤキにも発生した(石井， 1981) 。

このような大気汚染の激しかった時期には，モミ・アカマツの天然林にも影響があったものと考えら

れる。大気汚染など都市公害が問題になっていた頃(小林， 1968: 山家， 1971) と，病虫害が蔓延し，

急激にモミ・アカマツの天然林が衰退した時期とはよく一致していた。こうした事実から，当園におけ

るモミ，アカマツの衰退は，急速に変化した周辺の都市環境と関連があるものと予測したが，明確な因

果関係は明らかにできなかった。しかし，都市近郊の樹林における衰退の報告は多く (小林， 1968: 山

家， 1971) ，当園のモミ，アカマツの衰退の一因には広い意味での都市化の影響を受け，自然状態の森

林における遷移とは異なっているものと思われる。

高木層のモミやアカマツが枯死した林内は，陽光量の増加によって下層のアラカシ，スダジイ，ウワ

ミズザクラ，ヤマザクラ，ケヤキ，ウラゲエンコウカエデなどの成長が旺盛になって上層の林冠を形成

した。また，前回調査時には全く記載されていなかったミツデカエデ，アサダ，イイギリ， ミズキ，ヌ

ルデなどの陽性の落葉広葉樹が侵入し，やや高い被度を示しているところもある。特に目立ったのはイ

イギリで，これまでの 25 年間に上層の高木層にまで成長しているものもある。イイギリとミズキは都

心部の樹林地に繁殖が顕著になっている樹種で 生育密度の濃さは都市化の程度をはかるバロメーター

ともいえるものであろう。

また，鳥だまりになっている樹林地の林床には，シュロ稚樹の発生が多くみられ，アオキと同様都市

化の影響といわれる異常繁殖の実態がみられた。この他には，被度は高くないが低木層，草本層では鳥

散布と考えられるウワミズザクラ，サカキ，ヒサカキ，クサギ，サンショウなどが多くあり，当地方で

は自生していないナンテン，モチノキ，ネズミモチ，マンリョウ，シュロなどの実生もみられたc これ

らは緑化木や庭園樹として付近に植栽されているもので，都市鳥の増加とともに，森林及び都市に種子

を供給し，森林の種組成を変化させる要因のーっとなっている。

4.3 多摩森林科学園内の森林の価値と保全

我が国の山野において，深山に入ったり高山へ登った場合 庭園用として栽培されている樹木や草花

類の野生化したものや，外国から侵入した植物に出会う機会は極めて少ない。帰化植物率もほとんど 0

に近い数値になる。東京付近の公園地や樹林地におけるこれまでの調査結果をみると，帰化植物率は一般

に都心部の公園で高く，郊外や山岳地にいくにしたがって低下する(豊田ら， 1987) 0 多摩森林科学園に

おける帰化植物率は 7.9%であったが，この値は東京都中心部の公園樹林地の値 20 ~ 40% よりかなり低

かった。一方，武蔵陵多摩墓地の帰化植物率は 域内への出入りが完全に規制されているために 4.3%

(豊田，未発表)と，当科学園の 25 年前の値 3.9% と大差なかった。

多摩森林科学園の森林は，モミ，アカマツの枯死に伴う種組成，構造の変化によって， 25 年前の遷

移予想よりも急激な変貌を示した。しかし，その優れた景観 (Photo 1 ~ 13) 及び種組成は，日差温帯北

部における貴重な森林と位置付けできる。その一方で，帰化植物の増加や分布の拡大にみられるよう
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に，サクラ保存林の公開による入り込み者の増加や周辺の都市化に伴う土地利用の変化などの影響に

よって，それぞれの残存林はこれまでの 25 年間の変化より急激な変貌が予想される。より自然度の高

い森林を維持していくためには，武蔵陵墓地のような入園者の制限及び帰化植物の除去など適切な保護

保全のための管理法の検討も緊急な研究課題となろう。

5 まとめ

(1) 本報告では多摩森林科学園における天然林の遷移がどのように進んだかを， 25 年前の調査資料に

基づいて調査区を復元し その変遷を追跡 考察した。その結果，モミ・アカマツが優占していた森林

は消滅し，アラカシ・スダジイなどが上層を優占する暖温帯の北部にみられる常緑広葉樹林の形態に，

変化していることが明らかになった。

(2) 多摩森林科学園の森林に限らず，森林は 10 年， 20 年という短い期間では，それほど大きな変化は

しないものと考えられていたが，天然林の遷移及び林床植生の形態は，科学園内の土地利用の変化を含

めた年々強まる都市化の影響も加わって，アオキやシュロ，イイギリなどの都市化を指標する特定樹種

の繁殖が確認され，通常では更新できない周辺住宅地などに栽培されている暖温帯に生育する樹種の林

内への侵入や道路，雪害跡地を中心に帰化植物の侵入も多く，種構成にかなりの変貌が認められた。

(3) 前回の調査において，モミの稚幼樹が林内に多く更新していることから，モミが高木層を占有す

る林型の天然林が今後も継続されるものとされていたが，その遷移予想、は大きく外れた。アカマツ林に

おいても，アカマツが先駆種でありいずれは消える運命にあったが，病虫害によって急激に枯死し，カ

シ・シイなどが優占した常緑広葉樹林に変わった。今後は，何等かの理由により，かつてのモミ・アカ

マツが上層木を優占する森林が再生されるかどうかも含め，都市近郊における森林の典型として，その

遷移動向を注意深く観察する必要があろう。
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Forest Succession in the Tama Forest Science Garden (the Asakawa Experiment Forest) , 
Hachioji, Central J apan 

TOYODA , Takeshi (1) and Takeo TAN1MOTO(2i 

Summary 

Tama Forest Science Garden (formerly; Asakawa Experiment Forest) occupies a total area of 57ha, 

including 13ha of natural forest which consists mainly of Abies firma and evergreen broad-leaved trees. 

Woodlands around Tokyo Metropolis have been decreasing , and the forest of Tama Forest Science 

Garden is now surrounded by residential areas and heavy tra百Ïc roads. The vegetation of natural forest of 

the area was investigated about a quarter century ago (Hayashi et al. 1964). 

We studied the species composition , community structure and floor vegetation of natural forests , and 

compared them with the former investigation (Hayashi et al. 1964). 

Predominant canopy trees such as Abies β:rma and Pinus densiflora were disappearing due to certain 

types of insect damages and diseases , and they had been replaced by such evergreen broad-leaved trees as 

Quercus glauca and Castanopsis cuspidata var. sieboldii. So many seedlings of Abies firma were found in 

1964, that Hayashi et al. predicted that this type of forest would be easy to regenerate. However rapid 

growth of evergreen broad-leaved trees has suppressed the growth of Abies firma seedlings. 

As a result, only a few seedlings and young trees were found in 1988. Thus , Abies firma and Pinus 

densiflora cannot regenarate without arti五cialless treatments such as clear cutting with prescribed burning. 

Less invasion of ornamental trees and naturalized plants in the forestfloor vegetation than that in the 

surroundings is characteristic. Thus the natural forests of the Garden are maintained as forests which are 

less affected by urbanization. 
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多摩森林科学園実験林(白山試験林) 1992 Photo 2 多摩森林科学園実験林(白山試験林) 1964 

A panoramic view of the experimental forest in 1964 

Photo 1 
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The view in 1992 in the same place of photo 1. 
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現サクラ保存林入口付近の林相 1964 

A view of the experimental forest in 1964 

Photo 4 

同一箇所の現況 1992 

The view in 1992 in the same place of photo 4. 

Photo 5 
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同ー箇所の現在の林況 1992 

The view in 1992 in the same place of photo 6. 

Photo 7 

林道分岐点(二つ橋)付近の林相 1964 

A view of the experimental forest in 1964 
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同 a箇所の現在の林況 1992 

The view in 1992 in the same place of photo 8. 

樹木園 1:. 1irS (天然林)の林中日 1964 

A view of the experimental forest in 1964 

Photo 8 
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同一箇所の林j品(第一樹木閏) 1992 

The view in 1992 in the same place of photo 10. 

Photo 11 

白山荘横の林況(第一樹木園) 1964 

A view of the experimental forest in 1964 

Photo 10 

同一・筒所の現況 1992 

The view in 1992 in the 

same place of photo 12. 

Photo 13 現庁舎横のヒマラヤシーダー，

ダイオウマツ 1964 

A view of the experimental forest 

in 1964 

Photo 12 




